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入試情報はLINE@でも
発信しています。め

い
こ
う

　2019年度第17期生の募集が、9月のＡＯ入試を皮切り

にスタートしました。ＡＯ入試（オープンキャンパス参

加型・実験実習評価型）は、学力成績以上に分野への強

い関心と高い意欲・適性を多面的総合的に審査するもの

で、合計64名（昨年度31名）の受験があり30名（昨年度27

名）が合格しました。私立大学の合格者絞込みによる不

安感から受験生の安全志向が強くはたらき、併願制度の

AO入試は2倍以上の受験生が集まり、指定校推薦入試も

昨年度より多くの出願がありました。

　11月実施の一般公募制推薦入試Ａ・Ｂ、地域特別枠で

は、出願者が学部全体で463名(前年比108%) と増加しま

した。主な要因として、受験生の安全志向による併願大

学数増加の動きと受験の早期化によるものと考えられま

す。入学定員と入学手続率や秋模試の動向を鑑みて、学

科・コースによって合格最低点と実質倍率にばらつきが

出る結果となりました。

　さて、年明け１月４日から出願が始まる一般入試は、

一般前期Ａ・Ｂ、前期Ａ・Ｂプラスセンター 1、一般中期、

中期プラスセンター 2、一般後期とセンター利用前期Ａ・

Ｂ方式・中期の計10方式で入試を行います。模試の動向

では、「文高理低」による志望動向の影響により、全国的

入試・募集伝言板

にバイオ・農学分野は減少しています。また、ワンラン

ク下げて幅広く併願大学に出願する傾向がみられ、本学

の一般入試・センター利用入試志望者は、学部全体で増

加傾向となっています。各学科（コース）定員や年内入試

の入学手続率によっては、昨年度より難化することが予

想されます。複数学科併願制度の無償化や一般入試前期

A（1/29）とB（2/3）方式の同時出願や一般入試とセンター

利用の同時出願による減免制度を併用することをお薦め

します。また、中期・後期入試は、入学手続状況によっ

て実質倍率や難易度が大きく変動する可能性があります

ので、本学のメイン入試である一般入試前期を積極的に

出願・受験していただくようにしてください。

　一般入試はインターネット出願に完全移行しています

ので、手元に願書がなく、出願期間が迫っていてもイン

ターネットから簡単に出願できます。しかも、検定料は

自動計算され、コンビニエンスストアで24時間、日曜祝

日でも振込みが可能です。さらに、インターネット出願

による検定料割引を利用して出願することができます。

ほかに必要な書類として、調査書や写真などを準備して

おく必要がありますので、詳しくは本学ホームページで

必ずご確認ください。

特別奨学生選抜入試の対象方式を拡大！
複数学科併願制度の無償化と一般前期で広島・東京会場を新設

2019 年度
入試の動向

めいこう
2019.January 
vol.39
長浜バイオ大学 学園通信 

「命洸（めいこう）」とは、命が水のように沸き立ちきらめくさま。
大学祭の名称として学生が命名しました。

meikou

contents
●巻頭特集／02
　バイオに託す地球の未来　私たちの卒業研究
●クラブ・サークルNOW／13
　弓道部、美術部、競技麻雀部
●グラフィック／14
　写真部のカメラが捉えた命洸祭
●学生のプロジェクト活動／15
　湖北動物プロジェクト、長浜魅力づくりプロジェクト
　地の酒プロジェクト、梅酒プロジェクト

●講義＆実験ピックアップ／18
　ゲノム解析学、糖質生物学
●研究室訪問／19
　細胞生理学研究室・奈良 篤樹先生
●研究最前線／20
　河内 浩行先生、佐々木 真一先生
　山本 将也先生、嶺井 隆平さん
●教員リレーエッセー／23
　河内 浩行先生

謹賀新年

＊ 特別奨学生選抜入試では、合格者成績上位10％以上（臨床検査学コースは成績上位２名）
の入学者を、２年間授業料を半額とします。
＊臨床検査学コースの入試方式は、本学ホームページもしくは一般入試要項でご確認ください。

2019年度　一般入学試験日程

特別奨学生
選抜入試 入試方式 出願期間 試験日 合格発表日

◎ 一般入試前期Ａ・前期Ａプラスセンター1
(高得点2教科型/理科重視型) 1/4～ 1/21 1月29日（火）

2月10日（日）
◎ 一般入試前期Ｂ・前期Ｂプラスセンター1

(高得点2教科型/理科重視型) 1/4～ 1/28 2月3日（日）

◎ 一般入試中期・中期プラスセンター2
(高得点2教科型/理科重視型) 1/28～ 2/12 2月17日（日） 2月25日（月）

◎ センター利用前期Ａ方式 1/4～ 1/18 センター試験日
1月19日（土）・
20日（日）
本学独自の
試験なし

2月10日（日）
◎ センター利用前期Ｂ方式 1/4～ 1/28

◎ センター利用中期 1/28～ 2/12 2月25日（月）

一般入試後期 2/11～ 3/6 3月11日（月） 3月16日（土）生物有機化学研究室



解
明
」
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
デ

ン
プ
ン
は
食
品
や
医
薬
品
、バ
イ
オ
燃
料
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
植

物
由
来
の
高
分
子
で
す
。
実
験
の
モ
デ
ル
植
物

で
、
双
子
葉
類
の
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
で
は
デ
ン

プ
ン
の
蓄
積
機
構
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
伊
東
さ
ん
と
浦
上
さ
ん
は
単
子
葉
類
で
水

生
植
物
の
ウ
キ
ク
サ
の
デ
ン
プ
ン
蓄
積
機
構
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
ウ

キ
ク
サ
は
繁
殖
力
が
強
く
成
長
が
早
い
の
で
、

水
質
浄
化
や
バ
イ
オ
マ
ス
生
産
へ
の
応
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
浦
上
さ
ん
。
現

在
は
３
種
類
の
ウ
キ
ク
サ
を
対
象
に
、
生
育
日

数
や
糖
濃
度
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
に
よ
る
デ
ン

プ
ン
蓄
積
の
変
化
を
観
察
し
て
い
ま
す
。「
今

後
は
デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
量
が
多
い
状
態
と
少
な

い
状
態
で
デ
ン
プ
ン
合
成
の
阻
害
剤
と
促
進
剤

候
補
を
そ
れ
ぞ
れ
添
加
し
、
そ
の
薬
効
効
果
を

検
証
す
る
予
定
で
す
」
と
伊
東
さ
ん
。
将
来
的

に
は
ウ
キ
ク
サ
の
デ
ン
プ
ン
蓄
積
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
の
が
目
標
で
す
。

河
合 

靖

　
　

研
究
室

今
村（
陣
田
） 

綾

　
　

研
究
室

　

河
合
靖
先
生
の
「
生
物
有
機
化
学
研
究
室
」

で
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
営
み
を
化
学
的
な
手

法
に
よ
っ
て
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
標
的
の
生
体
分
子
を
化
学
反
応
で
可
視

　

今
村
（
陣
田
）
綾
先
生
の
「
植
物
遺
伝
学
研

究
室
」
で
は
、
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
一
種
で
、
植

物
の
成
長
に
広
く
関
わ
る
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
の

情
報
伝
達
機
構
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
ま

化
す
る
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
の
開
発
や
、
天
然
由
来

の
化
合
物
を
化
学
的
に
変
換
し
、
よ
り
優
れ
た

機
能
性
食
品
や
医
薬
品
の
開
発
に
つ
な
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
室
に
所
属
す
る
赤
松
慶
治
さ
ん
は
、「
ゼ

ル
ン
ボ
ン
誘
導
体
の
合
成
と
そ
の
抗
菌
活
性
」

に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ゼ
ル
ン
ボ

ン
と
は
熱
帯
に
分
布
す
る
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ガ
の
根

茎
に
多
く
含
ま
れ
る
物
質
で
、
抗
菌
作
用
や
抗

炎
症
作
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
理
活
性
が
認
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
赤
松
さ
ん
は
ゼ
ル
ン

ボ
ン
の
化
学
構
造
を
大
き
く
損
な
わ
な
い
よ
う

に
つ
く
り
変
え
、
さ
ら
に
抗
菌
活
性
を
高
め
た

新
規
の
ゼ
ル
ン
ボ
ン
誘
導
体
を
合
成
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。「
ゼ
ル
ン
ボ
ン
自
体
に
高
い
抗

菌
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
毒
性
の
強
い
グ
ラ
ム

陰
性
菌
や
薬
剤
耐
性
菌
に
も
効
果
の
高
い
化
合

物
を
つ
く
り
た
い
」
と
話
し
、
現
在
は
大
腸
菌

や
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
な
ど
６
種
類
の
微
生
物
に

対
し
て
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
戸
田
美
友
子
さ
ん
は
、「
プ
テ
リ
ン

型
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
に
よ
る
ホ
ス
ホ
ジ
エ
ス
テ

ラ
ー
ゼ
の
検
出
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ホ
ス
ホ
ジ
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
と
は
私
た

ち
の
体
じ
ゅ
う
に
点
在
し
、
情
報
伝
達
を
担
う

酵
素
で
、
セ
カ
ン
ド
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
（
細
胞

内
で
情
報
媒
介
の
た
め
二
次
的
に
産
出
さ
れ
る

物
質
）
を
切
断
す
る
こ
と
で
、
情
報
伝
達
を
停

止
し
た
り
、
促
進
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
戸
田

さ
ん
は
葉
酸
を
誘
導
体
化
し
た
プ
テ
リ
ン
と
い

う
蛍
光
物
質
を
利
用
し
、
ホ
ス
ホ
ジ
エ
ス
テ

ラ
ー
ゼ
が
働
け
ば
発
光
し
、
働
か
な
け
れ
ば
消

光
す
る
化
合
物
を
合
成
し
て
い
ま
す
。「
ホ
ス

ホ
ジ
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
と
関

す
。
植
物
が
周
囲
の
環
境
変
化
を
ど
の
よ
う
に

感
知
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

イ
ネ
や
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
を
用
い
て
、
植
物
ホ

ル
モ
ン
に
よ
る
環
境
応
答
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
解

明
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
室
に
所
属
す
る
西
部
彩
佳
さ
ん
は
、「
イ

ネ
の
シ
ュ
ー
ド
タ
イ
プH

PtPH
P1

の
機
能
解

析
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
イ
ネ
な
ど

の
高
等
植
物
は
外
界
か
ら
の
刺
激
を
植
物
ホ
ル

モ
ン
の
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
を
シ
グ
ナ
ル
と
し

て
Ｈ
ｉｓ
│

Ａｓ
ｐ
リ
ン
酸
リ
レ
ー
で
情
報
を
伝

達
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
伝
達
経
路

に
お
い
て
中
間
因
子
の
Ｈ
Ｐ
ｔ
因
子
の
存
在
が

認
め
ら
れ
ま
す
が
、
イ
ネ
の
Ｈ
Ｐ
ｔ
因
子
に
は

リ
ン
酸
を
受
け
取
る
Ａ
Ｈ
Ｐ
因
子
と
受
け
取
ら

な
い
Ｐ
Ｈ
Ｐ
因
子
の
２
種
類
が
同
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
西
部
さ
ん
は
、
な
ぜ
シ
ュ
ー
ド

（
機
能
し
な
い
、
死
ん
で
い
る
の
意
）
タ
イ
プ

の
Ｈ
Ｐ
ｔ
因
子
が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
働
き
を

し
て
い
る
の
か
を
解
明
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。「
双
子
葉
類
の
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
で
は
Ｐ

Ｈ
Ｐ
因
子
が
Ｈ
ｉｓ
│
Ａｓｐ
リ
ン
酸
リ
レ
ー
を

抑
制
す
る
ブ
レ
ー
キ
役
に
な
っ
て
い
る
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
単
子
葉
類
の
イ
ネ
で
も
同
じ

こ
と
が
い
え
る
の
か
新
規
な
機
能
が
あ
る
の
か

調
べ
て
み
た
い
」
と
話
し
、
同
研
究
室
の
先
行

研
究
で
イ
ネ
の
Ｐ
Ｈ
Ｐ
因
子
の
一
つ
で
あ
る
Ｐ

Ｈ
Ｐ
１
が
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
情
報
伝
達
機
構
の

抑
制
に
関
わ
る
可
能
性
が
分
子
レ
ベ
ル
で
示
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
実
際
に
Ｐ
Ｈ
Ｐ
１
の
発
現
を

抑
制
し
た
イ
ネ
個
体
を
作
成
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
伊
東
優
洋
さ
ん
と
浦
上
直
斗
さ
ん

は
、「
ウ
キ
ク
サ
に
お
け
る
デ
ン
プ
ン
蓄
積
の

化
学
を
起
点
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
生
命
現
象
の

謎
を
明
ら
か
に

植
物
ホ
ル
モ
ン
の

情
報
伝
達
機
構
か
ら

可
能
性
を
見
出
す

  

研
究
室
の
ほ
か
の
卒
業
研
究
テ
ー
マ

  

研
究
室
の
ほ
か
の
卒
業
研
究
テ
ー
マ

●
置
換
基
の
回
転
制
御
に
よ
る
新
規
プ
テ
リ

ン
型
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
の
開
発

●
ジ
ア
ミ
ノ
ベ
ン
ゾ
プ
テ
リ
ジ
ン
の
合
成
と

蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
へ
の
応
用

●
ク
リ
ッ
ク
反
応
に
よ
る
新
規
プ
テ
リ
ン
型

蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
の
開
発

●
リ
ボ
フ
ラ
ビ
ン
の
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
化

●
プ
テ
リ
ン
誘
導
体
の
抗
菌
活
性

●
プ
テ
リ
ン
誘
導
体
と
相
互
作
用
す
る
タ
ン

パ
ク
質
の
同
定

●
イ
ネ
の
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
情
報
伝
達
制
御

因
子
R
R
1
に
み
ら
れ
る
分
子
機
能
の

解
析

●
イ
ネ
のM

yb-like

転
写
因
子typeB 

RR33

の
イ
ネ
個
体
に
お
け
る
機
能
解
析

●
植
物
組
織
の
再
分
化
過
程
で
機
能
す
る

新
た
な
制
御
因
子
の
同
定

●
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
形
質
転
換
法
の
確
立

左から桐生さん、戸田さん、赤松さん

左から西部さん、浦上さん、伊東さん

巻頭特集

バイオに託す地球の未来 
私たちの卒業研究
長浜バイオ大学には35の研究室があり、医療や創薬、環
境、食糧、生命現象と進化の解明など、人類の課題をバイ
オの力で解決する研究を進めています。その一端を、未
来をバイオに託す4年次生の卒業研究からご紹介します。

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

連
が
あ
り
、
酵
素
の
働
き
を
抑
制
す
る
阻
害
薬

も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
薬
の
効
き
目
が
蛍
光

で
測
定
で
き
る
の
が
目
標
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
桐
生
晃
子
さ
ん
は
、「
プ
テ
リ
ン
由

来off /on

型
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
の
合
成
」
を
テ
ー

マ
に
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
述
の
戸
田
さ

ん
と
同
じ
く
蛍
光
物
質
の
プ
テ
リ
ン
を
利
用
し

ま
す
が
、
桐
生
さ
ん
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を

発
症
し
た
と
き
、
タ
ン
パ
ク
質
の
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
が
脳
内
に
蓄
積
し
て
形
成
さ
れ
る
ア
ミ
ロ
イ

ド
繊
維
を
検
出
す
る
た
め
の
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
を

合
成
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
私
が
合
成
し

て
い
る
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
は
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
繊
維

に
近
づ
け
ばoff 

に
な
り
、
離
れ
る
とon

に
な

る
も
の
。『
ア
ミ
ロ
イ
ド
繊
維
が
こ
こ
に
あ
る

よ
』
と
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」
と

話
し
、
実
用
化
を
考
慮
し
て
体
内
の
酵
素
に
分

解
さ
れ
な
い
強
固
な
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
を
合
成
し

て
い
る
最
中
で
す
。

巻頭特集／バイオに託す地球の未来 私たちの卒業研究

19
年
度
か
ら
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

19
年
度
か
ら
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
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永
井
信
夫
先
生
の
「
動
物
生
理
学
研
究
室
」

で
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
マ
ウ
ス
に
よ
っ
て
病

態
モ
デ
ル
を
作
製
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
が
発

現
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
子
レ
ベ
ル
で
解
明
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
脳
梗
塞
、
皮
膚

疾
患
、
肺
塞
栓
、
肝
疾
患
、
眼
疾
患
と
い
っ
た

病
態
に
、
血
液
の
塊
を
溶
解
す
る
線
溶
因
子
が

ど
の
よ
う
に
関
与
す
る
か
を
探
求
し
、
そ
の
治

療
法
や
治
療
薬
の
開
発
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

研
究
室
に
所
属
す
る
吉
田
萌
々
果
さ
ん
は
、

「
肺
塞
栓
モ
デ
ル
の
確
立
と
そ
の
特
徴
の
検
討
」

を
テ
ー
マ
に
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
肺
塞
栓

症
と
は
肺
の
細
い
動
脈
に
血
栓
が
詰
ま
っ
て
ガ

ス
交
換
が
困
難
に
な
り
、
息
苦
し
さ
や
胸
痛
、

突
然
死
な
ど
を
招
く
病
気
で
す
。
こ
れ
ま
で
ウ

サ
ギ
や
ラ
ッ
ト
で
は
肺
塞
栓
症
の
病
態
モ
デ
ル

が
確
立
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
吉
田
さ
ん
は
遺

伝
子
操
作
が
可
能
で
低
コ
ス
ト
の
マ
ウ
ス
を

使
っ
て
病
態
モ
デ
ル
を
作
製
し
、
研
究
の
幅
を

さ
ら
に
広
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
現
在
は

マ
ウ
ス
の
鎖
骨
下
静
脈
に
ク
ロ
ト
（
凝
血
塊
）

を
注
入
し
た
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
、
肺
塞
栓
症

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
吉
田
さ
ん
。
今
後
は
肺
塞
栓
症
に
よ
る

炎
症
反
応
や
血
栓
の
状
態
な
ど
を
分
析
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

一
方
で
日
山
薫
さ
ん
は
、「
死
細
胞
除
去
に

お
け
る
線
溶
因
子
の
寄
与
の
検
討
」
に
つ
い
て

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
行
研
究
に
よ
り
壊

死
さ
せ
た
肝
組
織
が
修
復
さ
れ
る
過
程
に
お
い

て
、
線
溶
因
子
が
死
細
胞
の
除
去
に
関
わ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
線

溶
系
に
属
す
る
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
の
前
駆

物
質
、
プ
ラ
ス
ミ
ノ
ゲ
ン
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し

た
マ
ウ
ス
の
肝
細
胞
を
正
常
細
胞
に
移
植
し
た

場
合
で
も
、
肝
組
織
の
死
細
胞
が
除
去
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。「
プ
ラ
ス
ミ

ノ
ゲ
ン
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
マ
ウ
ス
で
は
、

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
貪
食
作
用
で
肝
臓
の
死
細

マ
ウ
ス
に
よ
る
動
物
実
験
で

ヒ
ト
の
医
療
の
未
来
に
貢
献

最
先
端
技
術
に
よ
っ
て

抗
が
ん
剤
の

未
来
を
拓
く

左から吉田さん、小池さん、日山さん

胞
が
除
去
さ
れ
て
い
る
の
で
は
」
と
日
山
さ
ん

は
話
し
、
実
験
準
備
の
た
め
の
マ
ウ
ス
の
肝
臓

移
植
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
さ
ら
に
考
察
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
池
健
留
さ
ん
は
、「
糖
尿
病
性
網

膜
症
に
お
け
る
レ
ー
ザ
グ
リ
ッ
ド
法
の
効
果
の

検
討
」
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
糖

尿
病
性
網
膜
症
は
、
糖
尿
病
に
よ
っ
て
網
膜
の

毛
細
血
管
に
障
害
が
起
き
、
酸
素
不
足
を
補
う

た
め
に
血
管
が
新
生
さ
れ
、
視
力
の
低
下
や
失

明
を
招
く
病
気
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
治
療
法
と
し
て
、
レ
ー
ザ
ー
光
の
凝
固

作
用
で
新
生
血
管
の
進
行
を
阻
止
す
る
レ
ー
ザ

グ
リ
ッ
ド
法
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
小
池
さ
ん
は
ま
ず
、
糖
尿
病
を
発
症

し
た
マ
ウ
ス
の
網
膜
に
新
生
血
管
が
発
生
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
、
ヒ
ト
用
の
眼

底
カ
メ
ラ
を
用
い
た
マ
ウ
ス
の
評
価
方
法
を
考

え
て
い
ま
す
。

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

水
上
民
夫
先
生
の
「
遺
伝
子
科
学
研
究
室
」

で
は
、
ゲ
ノ
ム
情
報
や
遺
伝
子
工
学
の
最
先
端

技
術
を
駆
使
し
て
、
が
ん
発
生
の
原
因
分
子
を

標
的
に
画
期
的
な
が
ん
治
療
薬
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
抗
が
ん
剤
の
働

き
を
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
で
可
視
化
し
た
り
、

遺
伝
子
組
み
換
え
細
胞
を
利
用
し
て
新
規
の
抗

が
ん
剤
を
探
索
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
室
に
所
属
す
る
志
水
駿
介
さ
ん
は
、「
ヒ

ス
ト
ン
脱
メ
チ
ル
化
酵
素JA

RID
1A

を
標
的

と
す
る
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
薬
の
開
発
」
を
テ
ー
マ
に

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
薬
と
は
、

後
天
的
な
環
境
要
因
に
よ
っ
て
化
学
修
飾
さ
れ

た
ゲ
ノ
ム
を
操
作
し
て
が
ん
を
治
療
す
る
薬
の

こ
と
。
近
年
の
研
究
で
ヒ
ス
ト
ン
脱
メ
チ
ル
化

酵
素
のJA

RID
1A

が
過
剰
発
現
す
る
こ
と
で
、

が
ん
細
胞
が
薬
剤
耐
性
を
獲
得
す
る
と
報
告
さ

れ
、
志
水
さ
ん
はJA

RID
1A

の
酵
素
活
性
を

阻
害
す
る
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
薬
の
開
発
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
現
在
は
特
定
の
遺
伝

子
に
対
し
てRT

-PCR

法
で
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

Ｒ
Ｎ
Ａ
の
発
現
量
を
確
認
し
、JA

RID
1A

の

脱
メ
チ
ル
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
川
向
佑
馬
さ
ん
は
、「
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
る
細
胞
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
の
開

発
」
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

抗
が
ん
剤
の
薬
剤
感
受
性
試
験
に
は
、
多
検
体

を
同
時
に
分
析
で
き
る
一
方
、
細
胞
を
破
壊
し

て
し
ま
う
Ｍ
Ｔ
Ｔ
法
、
生
き
た
ま
ま
細
胞
を
観

察
で
き
る
一
方
、
多
検
体
の
試
験
が
困
難
な
顕

微
鏡
観
察
が
主
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
川
向
さ
ん
は
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
深

層
学
習
）
を
活
用
し
、
抗
が
ん
剤
を
投
与
し
た

細
胞
の
明
視
野
顕
微
鏡
画
像
と
生
死
細
胞
を
染

め
分
け
た
蛍
光
ラ
ベ
リ
ン
グ
画
像
の
関
係
を

人
工
知
能
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

細
胞
の
生
死
状
態
を
蛍
光
ラ
ベ
リ
ン

グ
な
ど
の
実
験
作
業
な
し
に
解
析

す
る
手
法
を
確
立
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
は
試

験
時
間
を
大
幅
に
短
縮

し
、
生
き
た
ま
ま
細

胞
を
分
析
で
き
る

と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

北川さん（左）と山田さん（右）

川向さん（左）と志水さん（右）

　

伊
藤
洋
志
先
生
の

「
臨
床
検
査
学
研
究
室
」

で
は
、
白
血
球
の
中
で
最
も

数
が
多
い
好
中
球
の
働
き
と

そ
の
制
御
機
構
の
解
明
を
進
め
て

い
ま
す
。免
疫
力
の
低
下
を
背
景
と

し
た
多
剤
耐
性
菌
に
よ
る
感
染
症
の
難

治
化
が
問
題
視
さ
れ
る
中
、
好
中
球
機
能

の
面
か
ら
臨
床
応
用
に
繋
が
る
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

研
究
室
に
所
属
す
る
北
川
文
香
さ
ん
は
、「
感
染

巣
に
お
け
るS100

タ
ン
パ
ク
質
に
よ
る
好
中
球
機

能
の
制
御
機
構
」
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

好
中
球
は
細
菌
が
侵
入
し
た
感
染
巣
ま
で
「
遊
走
」

し
、
大
量
の
細
菌
を
捕
獲「
貪
食
」、さ
ら
に
活
性
酸

素
な
ど
の
強
力
な
武
器
で
瞬
時
に
「
殺
菌
」
す
る
こ

と
に
よ
り
、
体
を
最
前
線
で
防
御
し
て
い
ま
す
。し

か
し
、
好
中
球
の
こ
の
よ
う
な
力
は
、
生
体
の
組

織
も
傷
つ
け
て
し
ま
う
危
険
性
を
持
っ
て
い
る

た
め
、極
め
て
厳
密
に
制
御
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。好
中
球
の
内
部
に
豊
富
に
存
在
す
る

S100

タ
ン
パ
ク
質
は
、好
中
球
の
い
く
つ
か
の
働

き
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
川
さ
ん
は
、感
染
巣
に
お
い
て
好
中
球
か
ら
放

出
さ
れ
るS100

タ
ン
パ
ク
質
に
着
目
し
、状
況
に

応
じ
て
迅
速
か
つ
巧
妙
に
好
中
球
が
制
御
さ
れ

る
仕
組
み
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
田
将
太
さ
ん
は
、「
ヒ
ト
急
性
骨

髄
性
白
血
病
細
胞
株
に
対
す
る
新
規
抗
が
ん
剤

Y
M

155

に
よ
る
細
胞
死
誘
導
機
序
」
の
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
急
性
骨
髄
性
白
血
病
は
、
白

血
球
の
一
種
で
あ
る
好
中
球
や
単
球
な
ど
に
成
熟

す
る
は
ず
だ
っ
た
細
胞
が
、
幼
若
で
未
分
化
な

ま
ま
異
常
増
殖
す
る
血
液
の
癌
で
す
。
臨
床
研

究
段
階
の
抗
癌
剤Y

M
155

は
、
癌
細
胞
に
高
発

現
す
る
タ
ン
パ
ク
質Survivin

の
発
現
を
阻
害

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
細
胞
死
を
誘
導
し
ま
す
。
山

田
さ
ん
はM

O
LM

-13

と
い
う
細
胞
株
を
用
い
、

Y
M

155

に
よ
るSurvivin

の
発
現
抑
制
作
用

を
調
べ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
たY

M
155

の

感
受
性
試
験
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
は
ア

ポ
ト
ー
シ
ス
に
特
徴
的
な
細
胞
死
形
態
を
示
す
一

方
、
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
（
自
食
作
用
）
様
の
細
胞

も
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
ア
ポ
ト
ー

シ
ス
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
も
視
野
に

入
れ
た
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
に
対
す
る
ヒ
トM

IKO
-1

の
作

用
機
序
及
び
そ
の
臨
床
的
意
義
に
関
す
る
研
究

●
好
中
球
のIL-8

産
生
に
及
ぼ
すS100A8/A9

蛋
白
質
の
影
響

●
ヒ
ト
白
血
病
細
胞
株HL60

の
分
化
誘
導
系
に

お
け
る
サ
バ
イ
ビ
ン
発
現
抑
制
薬 YM

155

に

よ
る
細
胞
死
誘
導
効
果
の
検
討 

●
サ
バ
イ
ビ
ン
発
現
抑
制
薬 YM

155

の
ヒ
ト
末
梢

血
単
核
球
に
及
ぼ
す
細
胞
死
誘
導
作
用
の
検
討

永
井 

信
夫

　
　

研
究
室

水
上 

民
夫

　
　

研
究
室

人の体を防御する白血球の
制御をめざして

伊藤 洋志
　　　研究室

  

研
究
室
の
ほ
か
の
卒
業
研
究
テ
ー
マ

●
置
血
管
透
過
性
亢
進
に
お
け
る
グ
ル
タ
ミ

ン
酸
の
影
響
の
検
討

●
紫
外
線
照
射
に
伴
う
色
素
沈
着
に
お
け

る
線
溶
因
子
の
寄
与
の
検
討

●
肺
塞
栓
の
病
態
形
成
に
お
け
る
線
溶
因

子
t
P
A
の
寄
与
の
検
討

●
線
溶
因
子PAI--1

遺
伝
子
欠
損
が
脳
梗

塞
後
の
神
経
機
能
の
回
復
に
及
ぼ
す
影

響
の
検
討

  

研
究
室
の
ほ
か
の
卒
業
研
究
テ
ー
マ

19
年
度
か
ら
メ
デ
ィ
カ
ル

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

19 年度からフロンティア
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

　

白
井
剛
先
生
の
「
構
造
生
物
学
研
究
室
」
は
、

情
報
生
物
学（
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
）

と
Ｘ
線
結
晶
解
析
実
験
に
よ
る
構
造
生
物
学
を

手
段
と
し
、
タ
ン
パ
ク
質
・
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
の

機
能
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
病
気
の
原
因
究

明
や
治
療
薬
の
開
発
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

研
究
室
に
所
属
す
る
杉
田
久
貴
さ
ん
は
、「
薬

の
副
作
用
」
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
普
段
利
用
す
る
薬
に
は
、
医
師
が
処

方
す
る
医
療
用
医
薬
品
と
、
薬
局
な
ど
で
市
販

さ
れ
る
一
般
用
医
薬
品
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

杉
田
さ
ん
は
、
薬
の
効
能
と
表
裏
一
体
の
副
作

用
に
興
味
を
も
ち
、
こ
の
10
年
間
で
副
作
用
が

あ
る
と
報
告
さ
れ
た
薬
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
、
そ
の
化
学
式
や
構
造
、
発
売
か
ら
副
作
用

の
報
告
ま
で
の
時
間
経
過
、
副
作
用
に
対
す
る

処
置
な
ど
を
グ
ラ
フ
化
し
、
薬
の
副
作
用
が
発

　

大
島
一
彦
先
生
の「
進
化
ゲ
ノ
ム
学
研
究
室
」

で
は
、
分
子
生
物
学
や
生
命
情
報
科
学
の
手
法

を
活
用
し
、
生
物
の
進
化
を
解
明
す
る
う
え
で

重
要
な
新
し
い
遺
伝
子
の
誕
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

研
究
室
に
所
属
す
る
吉
村
有
希
菜
さ
ん

は
、「
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と
ヒ
ト
の
ゲ
ノ

ム
デ
ー
タ
の
比
較
解
析
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
万
年
前
に
絶
滅
し
た
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人

は
私
た
ち
ヒ
ト
の
直
接
の
祖
先
で
は
な
く
、
共

通
の
祖
先
を
持
つ
同
じ
ヒ
ト
属
の
一
種
で
す
。

近
年
で
は
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
化
石
骨
か

ら
全
ゲ
ノ
ム
が
解
読
さ
れ
、
ヒ
ト
と
の
交
雑
が

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
研
究
室
で
は
、
ヒ
ト

を
含
め
た
霊
長
類
だ
け
が
持
つ
遺
伝
子
が
研
究

さ
れ
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
に
も
存
在
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
吉
村
さ
ん
は
霊
長

類
の
祖
先
の
ゲ
ノ
ム
に
進
化
の
過
程
で
生
じ
た

そ
の
遺
伝
子
を
軸
と
し
て
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー

ル
人
と
ヒ
ト
と
の
違
い
を
解
明
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
研
究
が
進
展
す
れ
ば
、
そ
の
遺

伝
子
が
ヒ
ト
の
進
化
で
果
た
し
た
役
割
が
明
ら

か
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

依
田
隆
夫
先
生
の
「
計
算
構
造
生
物
学
研
究

室
」
で
は
、
分
子
を
構
成
す
る
原
子
の
動
き
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
予
測
す
る
分
子
動
力
学
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
タ
ン
パ
ク
質
や
ペ

プ
チ
ド
の
自
発
的
な
構
造
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
室
に
所
属
す
る
磯
﨑
亜
希
弘
さ
ん
は
、

「
全
原
子
モ
デ
ル
及
び
徐
冷
法
に
よ
る
脂
質
二

重
層
形
成
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て

生
命
情
報
科
学
を
道
標
に

薬
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

遺
伝
子
で
進
化
を
紐
解
く

膨
大
な
デ
ー
タ
が
導
く

タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造

吉村さん

杉田さん

磯﨑さん（左）と十都さん（右）

現
し
や
す
い
傾
向
を
見
極
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。「
ま
だ
途
中
段
階
で
す
が
、
一
般
の
市
販

薬
に
比
べ
て
医
師
が
処
方
す
る
薬
の
ほ
う
が
早

め
に
副
作
用
が
発
見
さ
れ
て
い
る
印
象
で
す
」

と
話
し
、
副
作
用
を
未
然
に
防
ぐ
研
究
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
ヒ
ト
の
体
内

に
は
免
疫
反
応
の
一
つ
と
し
て
多
種
多
様
な
抗

菌
ペ
プ
チ
ド
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
抗
菌
ペ
プ

チ
ド
は
細
菌
と
結
合
し
、
リ
ン
脂
質
の
二
重
層

で
あ
る
細
胞
膜
を
溶
解
し
て
殺
菌
を
行
い
ま

す
。
磯
﨑
さ
ん
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
抗
菌
ペ
プ
チ
ド
が
細
菌
の

細
胞
膜
を
溶
解
す
る
過
程
を
再
現
す
る
こ
と

で
、
抗
菌
ペ
プ
チ
ド
の
殺
菌
機
能
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
生
体

分
子
の
全
原
子
デ
ー
タ
を
扱
う
研
究
で
す
か
ら

根
気
が
必
要
で
す
ね
」
と
話
し
、
地
道
な
努
力

を
重
ね
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
に
挑
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
十
都
浩
輝
さ
ん
は
、「
極
性
の
あ
る

粗
視
化
水
模
型
を
用
い
た
、
タ
ン
パ
ク
質
複
合

体
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
研
究
し
て
い
ま

す
。
生
体
内
で
働
く
重
要
な
タ
ン
パ
ク
質
は
ほ

か
の
分
子
と
複
合
体
を
形
成
し
て
い
る
場
合
が

多
く
、
そ
の
構
造
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
が

生
体
分
子
の
機
能
を
解
明
す
る
う
え
で
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
十
都
さ
ん
は
、
水
溶
性
の
タ

ン
パ
ク
質
複
合
体
の
分
子
動
力
学
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
簡
略
化
す
る
た
め
に
、
溶
媒
の
水
分

子
を
４
つ
で
１
つ
の
水
粒
子
と
し
て
計
算
す
る

粗
視
化
水
モ
デ
ル
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
水
の
電
気
的
な
性
質
の
極
性
を
モ
デ
ル
に
取

り
入
れ
た
場
合
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
ま
す
。

メ
ダ
カ
を
モ
デ
ル
に

性
決
定
機
構
を
解
明

　

竹
花
佑
介
先
生
の
「
発
生
遺
伝
学
研
究
室
」

で
は
、
メ
ダ
カ
と
そ
の
近
縁
種
を
用
い
て
、
種

内
や
種
間
に
お
け
る
系
統
分
化
と
、
そ
れ
に
伴

う
性
決
定
機
構
の
進
化
、
及
び
生
殖
巣
の
性
分

化
機
構
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
室
に
所
属
す
る
山
田
裕
太
さ
ん
は
、「
ハ

ウ
ザ
ン
メ
ダ
カ
性
決
定
遺
伝
子
の
同
定
」
を

テ
ー
マ
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ザ
ン

メ
ダ
カ
は
メ
コ
ン
デ
ル
タ
に
生
息
す
る
小
型
の

メ
ダ
カ
で
、
Ｘ
Ｙ
型
の
性
決
定
様
式
を
示
し
ま

す
が
、
メ
ダ
カ
で
発
見
さ
れ
た
性
決
定
遺
伝
子

D
m
y

を
も
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
別
の
性

決
定
機
構
を
進
化
さ
せ
て
き
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
近
年
の
研
究
か
ら
、
ハ
ウ
ザ
ン
メ

ダ
カ
で
はD

m
rt1

遺
伝
子
が
性
決
定
遺
伝
子

の
有
力
候
補
と
し
て
挙
が
っ
て
お
り
、
山
田
さ

ん
は
こ
の
遺
伝
子
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
こ

と
で
、
性
決
定
遺
伝
子
と
し
て
の
機
能
を
証
明

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
も
し
こ
のD

m
rt1

が
ハ
ウ
ザ
ン
メ
ダ
カ
の
性
決
定
遺
伝
子
で
あ

れ
ば
、
本
来
オ
ス
に
な
る
Ｘ
Ｙ
個
体
が
メ
ス
に

性
転
換
す
る
は
ず
」
と
話
し
、
証
明
の
根
拠
と

な
る
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
木
涼
さ
ん
は
、「
メ
ダ
カ
種
間
雑

種
に
お
け
る
性
転
換
機
構
の
解
明
」
に
つ
い
て

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
国
南
部
か
ら
ベ
ト

ナ
ム
に
か
け
て
生
息
す
る
ハ
イ
ナ
ン
メ
ダ
カ

と
、
日
本
の
メ
ダ
カ
近
交
系H

d-rR

系
統
を

交
配
す
る
と
、
種
間
雑
種
は
Ｘ
Ｙ
個
体
で
あ
っ

て
も
メ
ス
に
性
転
換
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
青
木
さ
ん
は
、
こ
の
不
思
議
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
性
転
換
の
原

因
遺
伝
子
領
域
を
ハ
イ
ナ
ン
メ
ダ
カ
に

導
入
し
、
性
転
換
が
生
じ
る
か
を
見

極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
原
因
遺
伝
子
領
域
内

の
ど
の
遺
伝
子
が
性
転
換

に
関
わ
る
か
を
調
べ
る

実
験
も
行
っ
て
い
ま

す
。

玉岡さん（左）と阿部さん（右）

青木さん（左）と山田さん（右）

　

和
田
修
一
先
生

の
「
比
較
動
物
学
研

究
室
」
で
は
、
実
験
動

物
と
し
て
一
般
的
な
マ
ウ

ス
や
ハ
エ
を
使
わ
ず
に
、
ホ
ヤ

や
プ
ラ
ナ
リ
ア
と
い
っ
た
無
脊
椎

動
物
が
環
境
悪
化
に
対
し
て
示
す
ス

ト
レ
ス
応
答
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
室
に
所
属
す
る
阿
部
悠
希
さ
ん
は
、

「
尾
索
動
物
ホ
ヤ
に
お
け
る
多
環
芳
香
族
炭
化

水
素
（
Ｐ
Ａ
Ｈ
）
の
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析
」

に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ａ
Ｈ
類

は
ガ
ソ
リ
ン
や
石
炭
な
ど
化
石
燃
料
を
燃
焼
し

た
と
き
に
発
生
し
、
発
が
ん
性
物
質
を
含
ん
で

い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
阿
部
さ
ん
は
無
脊
椎

動
物
に
対
す
る
Ｐ
Ａ
Ｈ
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
発
生
の
進

行
が
早
く
、
脊
椎
動
物
に
最
も
近
縁
と
さ
れ
る

ホ
ヤ
を
使
っ
て
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
先

輩
に
よ
る
研
究
で
Ｐ
Ａ
Ｈ
に
よ
り
ホ
ヤ
の
発
生

が
異
常
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、

Ｐ
Ａ
Ｈ
が
作
用
す
る
可
能
性
の
あ
る
遺
伝
子
を

破
壊
し
よ
う
と
試
み
て
い
ま
す
」。
今
回
の
実

験
で
最
新
の
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
に
挑
戦
し
な
が

ら
、
自
身
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
玉
岡
凌
馬
さ
ん
は
、「
ホ
ヤ
に
お
け

る
咽
頭
形
成
に
関
わ
る
遺
伝
子
の
機
能
解
析
」

の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ヤ
は
口
と
食
道

の
間
の
咽
頭
に
巨
大
な
籠
状
の
鰓
を
持
ち
、
鰓

で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
濾
し
と
っ
て
濾
過
摂
食
し

て
い
ま
す
。
玉
岡
さ
ん
は
鰓
の
機
能
に
興
味
を

も
ち
、
咽
頭
で
働
く
遺
伝
子
を
破
壊
し
た
ホ
ヤ

が
ど
う
な
る
の
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。「
と
あ

る
実
験
で
、
無
害
の
蛍
光
塗
料
を
ホ
ヤ
の
周
囲

に
ま
く
と
、
ホ
ヤ
が
蛍
光
塗
料
を
吸
収
し
、
濾

過
さ
れ
た
透
明
な
水
を
吐
き
だ
す
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
海
の
汚
染
対
策
に
つ
な
が

る
の
で
は
と
考
え
た
の
が
鰓
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
で
す
」。
ち
な
み
に
ホ
ヤ
は
遺
伝
子

の
重
複
が
少
な
く
、
遺
伝
子
操
作
が
し
や
す
い

点
で
も
優
れ
た
実
験
動
物
で
あ
り
、
今
後
は
同

研
究
室
で
後
輩
に
も
引
き
継
が
れ
る
研
究
に
な

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

●
環
形
動
物
ミ
ミ
ズ
に
お
け
るU
SPA

フ
ァ

ミ
リ
ー
遺
伝
子
の
ス
ト
レ
ス
応
答
の
解

析
●
扁
形
動
物
プ
ラ
ナ
リ
ア
に
お
け
る
熱

シ
ョッ
ク
タ
ン
パ
ク
質
遺
伝
子
の
空
間
的

発
現
パ
タ
ー
ン
の
解
析

●
海
洋
酸
性
化
が
海
産
無
脊
椎
動
物
ホ
ヤ

に
与
え
る
影
響
の
解
析

●
多
環
芳
香
族
炭
化
水
素
が
尾
索
動
物
ホ

ヤ
に
与
え
る
毒
性
影
響
の
解
析

竹
花 

佑
介

　
　

研
究
室

白
井 

剛

　
　

研
究
室

依
田 

隆
夫

　
　

研
究
室

大
島 

一
彦

　
　

研
究
室

無脊椎動物の視点から
現代の環境汚染を考える

和田 修一
　　　研究室

●
鰾
の
発
生
に
関
わ
るShh

エ
ン
ハ
ン
サ
ー
の
機

能
解
析

●
ハ
ブ
ス
メ
ダ
カ
性
決
定
遺
伝
子
候
補
の
機
能

解
析

●
セ
レ
ベ
ス
メ
ダ
カ
性
決
定
遺
伝
子
候
補
の

機
能
解
析

●
ハ
ブ
ス
メ
ダ
カ
と
イ
ン
ド
メ
ダ
カ
に

お
け
る
オ
ス
分
化
経
路
の
比
較

●
野
生
メ
ダ
カ
由
来
性
関
連
突

然
変
異
体
の
解
析

●
野
生
メ
ダ
カ
に
お
け
る

琵
琶
湖
型m

tD
N
A

の
分
布

  

研
究
室
の
ほ
か
の
卒
業
研
究
テ
ー
マ

  

研
究
室
の
ほ
か
の
卒
業
研
究
テ
ー
マ

●
全
原
子
模
型
に
よ
る
脂
質
二
重
層
形
成

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
　

●
粗
視
化
モ
デ
ル
及
び
徐
冷
法
に
よ
る
脂

質
二
重
層
形
成
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

●
粗
視
化
モ
デ
ル
に
よ
る
脂
質
二
重
層
形

成
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
検
討

  

研
究
室
の
ほ
か
の
卒
業
研
究
テ
ー
マ

19
年
度
か
ら
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

19
年
度
か
ら
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

19
年
度
か
ら
メ
デ
ィ
カ
ル

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

巻頭特集／バイオに託す地球の未来 私たちの卒業研究
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Campus News

　

学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
〝
ぴ
あ
サ
ポ
〞
に
よ
る
前
期
活
動
の
振
り

返
り
と
懇
親
会
が
、
９
月
26
日
に
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
24
人
の
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
、
学
生
支
援
担
当
副
機
構
長
の
長

谷
川
慎
先
生
と
チ
ュ
ー
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
教
職
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

前
期
の
活
動
と
振
り
返
り
で
は
、
チ
ュ
ー
タ
ー
活
動
の
実
践

例
と
し
て
１
０
０
人
も
の
新
入
生
が
参
加
し
た
勉
強
会
の
取
り

組
み
を
今
村
彩
瑛
さ
ん（
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
１
年
）が
、

支
援
セ
ン
タ
ー
の
福
崎
優
太
先
生
が
前
期
末
に
実
施
し
た
〝
ぴ

あ
サ
ポ
〞
に
つ
い
て
の
１
年
次
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告

し
ま
し
た
。こ
の
中
で
、「
ぴ
あ
サ
ポ
が
大
学
生
活
に
役
立
っ
て

い
る
」「
先
輩
チ
ュ
ー
タ
ー
に
は
質
問
や
相
談
が
し
や
す
い
」
に

は
肯
定
的
な
結
果
が
得
ら
れ
、
こ
の
制
度
に
よ
り
大
学
生
活
を

円
滑
に
ス
タ
ー
ト
で
き
た
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

　

こ
の
後
の
懇
親

会
で
は
、
長
谷
川

先
生
が
会
議
で

出
さ
れ
た
意
見
の

感
想
と
後
期
の

チ
ュ
ー
タ
ー
活
動

へ
の
期
待
を
表
明

し
乾
杯
の
発
声
、

和
や
か
な
が
ら
も

大
い
に
盛
り
上
が

る
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。

滋賀医科大学との包括協定、研究ブランディング事業への地域の協力、
学生の学びでも西オーストラリア大学への留学やインターンシップ実
習など、大きな実りをもたらしました。

食
と
健
康
の
共
同
研
究
な
ど

滋
賀
医
科
大
学
と
包
括
協
定
調
印

前
期
の
活
動
を
振
り
返
る

ぴ
あ
サ
ポ
が
懇
親
会
を
開
催

滋
賀
県
立
大
学
と

第
2
回
の
大
学
院
研
究
交
流
会

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
会
で

研
究
成
果
を
発
表

　

プ
ラ
ン
タ
ー
で
順
調
に
育
っ
た
尾
上
菜
の
苗
を
、
長
浜
農
業

高
校
の
畑
に
定
植
さ
せ
る
作
業
を
、
10
月
５
日
に
同
高
の
農
業

科
２
年
生
11
人
が
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の

蔡
晃
植
研
究
室
が
取
り
組
ん
で
い
る
長
浜
市
尾
上
地
区
で
の
み

栽
培
さ
れ
て
き
た
伝
承
野
菜
、
尾
上
菜
の
優
良
系
統
株
の
確
立

と
効
率
的
な
育
種
法
を
開
発
し
て
、
地
域
振
興
に
結
び
つ
け
る

伝
承
野
菜
の
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
事
業
の
一
環
で

す
。

　

蔡
研
究
室
で
は
、
尾
上
地
区
の
生
産
農
家
４
戸
か
ら
提
供
を

受
け
た
、
尾
上
菜
の
種
子
９
株
を
受
粉
で
か
け
合
わ
せ
、
約
40

系
統
の
種
子
を
採
取
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
生
産
者
に
も

見
て
も
ら
い
親
株
の
葉
の
形
が
良
く
、
種
子
の
数
が
多
く
取
れ

る
５
系
統
を
選
び
、
長
浜
農
業
高
校
に
栽
培
を
依
頼
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に
１
２
２
粒
の
種
子
を
蒔
い
て
育

て
た
苗
を
、
て
い
ね
い
に
畑
に
移
し
替
え
ま
し
た
。

　

蔡
研
究
室
で
こ
れ
ら
の
種
子
を
使
い
、
品
種
と
し
て
の
優
良

株
系
統
を
決
定
す
る
作
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
全
ゲ
ノ
ム
配

列
を
決
定
す
る
研
究
を
進
め
ま
す
。

　

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
のCELT

（
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
）へ

の
短
期
留
学
、
２
０
１
８
年
度
は
8
月
26
日
に
出
発
し
９
月
30
日

に
帰
国
す
る
日
程
で
実
施
し
て
、９
人
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
滞
在
し
、CELT

で
の
５

週
間
の
英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
理
系
学
部
で
の
セ
ミ
ナ
ー
と

講
義
の
受
講
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
短
期
留
学
に
向
け
て
、
留

学
手
続
き
の
学
習
か
ら
危
機
管
理
と
異
文
化
理
解
な
ど
、
４
回

の
事
前
学
習
会

を
開
催
し
て
臨

み
ま
し
た
。

　

10
月
24
日
に

は
事
後
学
習
会

を
開
催
し
、
参

加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
留
学
の
成
果

に
つ
い
て
の
交

流
を
行
い
ま
し

た
。

　

蔡
晃
植
学
長
は
「
第
34
回
植
物
化
学
調
節
学
会
賞
」
を
受
賞

し
、
２
０
１
８
年
11
月
３
日
に
北
海
道
大
学
で
開
催
さ
れ
た
植

物
化
学
調
節
学
会
第
53
回
大
会
で
、
授
賞
式
と
受
賞
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
講
演
の
テ
ー
マ
は
、「
植
物
免
疫
応
答
を

誘
起
す
る
病
原
菌
関
連
分
子
パ
タ
ー
ン
に
関
す
る
研
究
」で
す
。

一
般
社
団
法
人
植
物
化
学
調
節
学
会
は
、
植
物
の
化
学
調
節
に

関
す
る
研
究
推
進
な
ら
び
に
技
術
普
及
の
面
で
優
れ
た
業
績
を

　

本
学
大
学
院
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
と
滋
賀
県
立
大
学

大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
と
の
第
2
回
大
学
院
研
究
交
流
会

を
、
９
月
19
日
に
滋
賀
県
立
大
学
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
本
学
の
竹
花
佑
介
准
教
授
と
滋
賀
県
立
大
学

の
原
田
英
美
子
准
教
授
に
よ
る
講
演
の
後
、
15
題
の
ポ
ス
タ
ー

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
花
先
生
の
演
題
は
「
メ
ダ
カ
の
多

様
性
か
ら
オ
ス
・
メ
ス
決
定
遺
伝
子
の
進
化
を
探
る
」
で
、
原

田
先
生
は
「
水
生
植
物
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
と
有
効
利
用
法

開
発
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
終
了
後

に
は
談
話
会
が
持
た
れ
、
参
加
し
た
学
生
に
よ
る
研
究
内
容
の

交
流
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
研
究
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
学
か
ら
は
、
船
見
和
生
さ
ん
（
河
内
浩
行
研
究
室
）、
三

田
将
大
さ
ん
（
蔡
晃
植
研
究
室
）、
中
島
俊
雄
さ
ん
（
向
由
起

夫
研
究
室
）、X

iaobo Y
in

さ
ん
（
長
谷
川
慎
研
究
室
）、
片

渕
か
り
ん
さ
ん
、
中
川
亮
さ
ん
、
西
川
翔
さ
ん
（
齊
藤
修
研
究

室
）、
嶺
井
隆
平
さ
ん
（
小
倉
淳
研
究
室
）
と
倉
林
敦
先
生
が

ポ
ス
タ
ー
の
概
要
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
と
長
浜
市
立
高
時
小
学
校
を
会
場
に
、
10

月
６
日
と
７
日
、「
第
15
回
日
本
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
会
・

左から滋賀医科大学小笠原一誠理事、塩田浩平学長、
長浜バイオ大学蔡晃植学長、若林浩文理事長

説明にも質問にも熱が入ったポスター発表

左端が蔡研究室の中島遼太さん
（バイオサイエンス学科4年次生）

尾
上
菜
の
優
良
系
統
株
確
立
に

長
浜
農
高
生
も
協
力

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
へ
の

留
学
成
果
を
交
流

植
物
化
学
調
節
学
会
賞
を
蔡
学
長

ポ
ス
タ
ー
賞
を
今
尾
さ
ん
が
受
賞

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
と
滋
賀
医
科
大
学
は
、
教
育
や
研
究
で
の

連
携
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
の
包
括
協
定
を
、
10
月
31
日
に
締

結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
両
大
学
の
強
み
を
発
揮
す

る
「
食
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
共
同
研
究
な
ど
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
締
結
し
た
協
定
は
、
２
０
０
８
年
に
両
大
学
が

締
結
し
た
「
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
の
共
同
実
施
に
関
す

る
協
定
」
の
有
効
期
間
10
年
間
の
終
了
に
伴
い
、
よ
り
協
力
関

係
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
教
育
・
研
究
に
関
す
る
包
括
協
定
と

し
て
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
両
大
学
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の

共
同
研
究
、
人
体
や
脳
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
教
材

の
開
発
や
教
員
の
相
互
交
流
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
包
括
協
定
に
よ
り
、
共
同
研
究
を
組
織
的
に
推
進
す
る
共
同

研
究
協
議
会
を
年
内
に
設
置
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
探
索
し
た

ヒ
ト
の
健
康
に
有
用
な
物
質
を
滋
賀
医
科
大
学
の
動
物
生
命
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
霊
長
類
を
使
っ
た
前
臨
床
研
究
を
行
う
共

同
研
究
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町家キャンパス二階で活動の振り返り

長
浜
市
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
数
を
減
ら
し
て
い
る
と
と
も
に
、
中
国

産
が
日
本
の
固
有
種
と
交
雑
す
る
こ
と
が
全
国
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
中
で
開
催
さ
れ
た
大
会
で
、
こ
う
し
た
現
状
を
多
く
の

学
生
や
市
民
の
方
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
は
、
６
日
に
行
わ
れ
た
「
滋
賀
県
に
お
け
る
活
動

報
告
」
で
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
齊
藤
修
研
究

室
の
小
松
由
可
理
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
３
年
）

が
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
研
究
室
の
中
川
亮
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課

程
前
期
課
程
１
年
）

が
、
環
境
D
N
A
を

用
い
た
滋
賀
県
で
の

生
息
域
調
査
の
活
動

を
ポ
ス
タ
ー
発
表
し

ま
し
た
。

　

７
日
の
「
地
域
報

告
」で
は
、岸
川
隆
之

介
さ
ん
（
ア
ニ
マ
ル

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
１
年
次
生
）
が

湖
北
動
物
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
の
大
谷
川
の

生
き
物
調
査
の
結
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

研究成果を発表する小松さん

あ
げ
、
植
物
化
学

調
節
学
会
の
発
展

に
貢
献
し
た
正
会

員
に
、
学
会
賞

を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
大

会
の
ポ
ス
タ
ー
賞

を
、
蔡
研
究
室
の

今
尾
優
吾
さ
ん

（
博
士
課
程
前
期

課
程
２
年
）
が
受

賞
し
ま
し
た
。

賞状と副賞を受け取る蔡学長（左）
成果を報告する左から宮下千明さん（バイオサイ
エンス学科2年次生）長谷川真里さん（同2年次生）
小畑凌祐さん（同3年次生）
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●日本学生支援機構奨学金について

【次年度の奨学金継続の可否】
　現在、奨学金の貸与を受けており来年度も貸与を希
望する学生は、１月18日までに各人がスカラネット・パ
ーソナルを通じて「奨学金継続願」を提出する必要があ
ります。「奨学金継続願」を提出しなければ、来年度の奨
学金の貸与は受けられませんので注意してください。
■対象学生：学部１年次生、２年次生、３年次生
大学院博士課程前期課程１年、後期課程１年、２年
■「奨学金継続願」の提出手続き
例年12月に「奨学金継続願」提出手続の説明会を行いま
す。
■注意事項
「奨学金継続願」では、家計基準及び本年度終了時の学
業成績が審査され、貸与基準を超えた所得がある場合
や、著しい成績不良、留年や卒業延期が決定した場合
は、奨学生の資格が停止あるいは廃止となります。

【奨学金の返還】
　2019年3月卒業・修了で貸与終了となる皆さんに対
して返還説明会を開き、卒業後の奨学金返還方法や返
還が困難になった場合の猶予制度などについて説明し
ました。改めて重要な点をお知らせします。
①卒業後に住所や勤務先が変わった場合は、必ず日本
学生支援機構へ届け出てください。スカラネット・パー
ソナルよりインターネット上で届け出ることができま
す。
②返還開始（登録口座からの引き落とし）は2019年10
月28日（月）からとなっています。不注意であっても引
き落としができない場合は、延滞者となります。在学途
中に貸与を辞退した方の失念による残額不足のため、
引き落としが不能になる事態が発生していますので注
意してください。
③返還を延滞すると延滞金が発生します。延滞が3か
月以上に及ぶ場合、個人信用情報機関に個人情報が登

録され、クレジットカードの使用制限、住宅のローンが組めないな
ど重大な不利益を受けます。
④奨学金の返還が困難になることが予想される場合などには、「日
本学生支援機構　奨学金相談センター」（『返還のてびき』裏面に連
絡先が記載されています）に早めに相談してください。その他、一
括返還、繰上げ返還、などの諸手続きについても、すべて「日本学生
支援機構　奨学金相談センター」に相談してください。

●自転車損害賠償保険加入について

　自転車が加害者となる事故で、非常に高額な賠償を請求される
ケースが全国で増えていることが背景となり、滋賀県では2016年
10月より条例で自転車損害賠償保険加入が義務化されました。大
阪や兵庫でも自転車損害賠償保険加入が義務化されていることや
条例制定の背景をご理解いただき、バイオ大生は全員ぜひ自転車
損害賠償保険にご加入ください。
　自転車損害賠償保険の加入方法は、大きく分けて二つあります。
保険会社などで取り扱っている「自転車保険」へ新たに加入するこ
と、またすでに本人や保護者が加入している各種保険（傷害保険や
自動車保険、その他）に「個人賠償責任特約」などの名称で付加され
ているものに加入することなどがあります。現在加入されている
保険の内容をご確認いただき、自転車損害賠償保険にあたる契約
をされていない場合は、上記の方法で、自転車損害賠償保険に加入
してくだるようお願いいたします。

●2018年度 学年暦

12月19日 創立記念日
12月29日～1月5日 冬期休暇
1月28日～2月4日 後期セメスター定期試験
2月5日～3月31日 春期休暇
3月16日 卒業式・学位授与式

夏
季
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
実
習
に

今
年
度
は
22
人
が
参
加

盛
況
の
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

虎
姫
高
校
科
学
探
究
部
も
合
流

　

長
浜
市
、
長
浜
市
教
育
委
員
会
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
三
者

で
つ
く
る
「
長
浜
学
び
の
実
験
室
運
営
委
員
会
」
は
、長
浜
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
、
双
眼
実
体
顕
微
鏡
20
台
の
寄
贈
を
受
け
、

贈
呈
式
が
11
月
5
日
に
本
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　

贈
呈
式
で
は
、
若
林
浩
文
理
事
長
と
蔡
晃
植
学
長
が
挨
拶
、

若
林
理
事
長
は
こ
の
中
で
、「
産
官
学
の
三
者
が
協
働
し
て
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
自
然
科
学
へ
の
興
味
関
心
や
探
究

心
、
問
題
解
決
能
力
を
高
め
て
い
く
試
み
は
、
き
わ
め
て
先
進

的
で
あ
り
、
同
時
に
地
に
足
の
つ
い
た
確
か
で
価
値
あ
る
取
り

組
み
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
長
浜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら

の
実
体
顕
微
鏡
の
ご
寄
贈
は
、
子
ど
も
た
ち
に
生
き
物
に
対
す

る
感
動
と
興
味
を
さ
ら
に
高
め
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

と
謝
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

三
輪
正
直
前
学
長
が
顕
微
鏡
を
使
っ
た
観
察
で
小
中
学
生
が

何
を
理
解
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、
細
胞
分
裂
を
題
材
に
説

明
、
そ
こ
で
観
察
さ
れ
る
染
色
体
を
受
け
継
ぐ
遺
伝
に
つ
い
て
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
ミ
ニ
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
長
浜
学
び
の
実
験
室
で
の
解
剖
と
顕
微
鏡
観
察
の
授
業

の
様
子
を
会
員
の
み
な
さ
ん
に
視
察
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
に
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に
、
第
９
回
と
な

る
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
と
保
護
者
約

２
０
０
人
に
科
学
の
不
思
議
や
面
白
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
は
初
め
て
虎
姫
高
校
科
学
探
究
部
の
生
徒
さ
ん

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
学
生
と
の

交
流
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
家
庭
に
あ
る
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
と
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ガ
キ
を
つ
く
る
「
手
づ
く

り
ハ
ガ
キ
」（
町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）、
大
学
近
く
の
水
路
で
採

取
し
た
生
き
物
の
展
示
と
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
「
川
の
生
き

物
展
示
・
小
さ
い
も
の
を
観
て
み
よ
う
」（
動
物
研
究
サ
ー
ク

ル
）、
カ
ラ
フ
ル
な
ス
ラ
イ
ム
を
手
作
り
す
る
「
手
づ
く
り
ス

ラ
イ
ム
」（CELL

部
）、
声
を
か
け
る
と
ヘ
ビ
が
踊
り
は
じ
め

る
「
ダ
ン
シ
ン
グ
ス
ネ
ー
ク
と
音
の
秘
密
」（
虎
姫
高
校
科
学

探
究
部
）
の
各
実
験
を
親
子
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
す
っ
か
り
お
馴
染
み
と
な
っ
た
挽
き
立
て
コ
ー
ヒ
ー
や

紅
茶
、
ジ
ュ
ー
ス
の
販
売
（
紅
茶
・
園
芸
サ
ー
ク
ル
）
も
盛
況

で
し
た
。

東海牛乳（株）で
田中優介さん（バイ
オサイエンス学科3
年次生）

岐阜産業技術センターで佐藤里紗さん
（バイオサイエンス学科3年次生）

町家プロジェクトの手づくりハガキ

長浜ロータリークラブ森居会長より
目録を受け取る米田運営協議会委員長

長浜警察署の協力で実施した自転車安全講習会
（9月20日、21日実施） 長

浜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

学
び
の
実
験
室
に
顕
微
鏡
寄
贈

　

長
期
休
暇
期
間
中
に
学
部
３
年
次
生
、
博
士
課
程
前
期
課
程

１
年
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
が
行
わ
れ
、
研

究
開
発
・
品
質
管
理
・
医
薬
・
食
品
・
農
業
畜
産
・
行
政
な
ど

16
の
受
入
れ
先
事
業
所
に
、
学
部
生
19
人
と
大
学
院
生
３
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

事
前
学
習
で
は
、
目
的
確
認
シ
ー
ト
を
使
っ
て
実
際
に
社
会

で
働
く
こ
と
の
意
義
や
自
ら
の
将
来
設
計
を
具
体
的
に
記
入

し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
具
体

的
な
組
み
立
て
方
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
事
後
学
習
で
は
実

習
体
験
と
目
標
達
成
度
の
確
認
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で

行
い
ま
し
た
。

　

実
習
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
参
加
者
の
88
％
が
「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
満
足
」と
回
答
。「
実
習
を
経
験
し
て
の
成
長
」

に
は
、82
％
が
成
長
を
感
じ
る
と
い
う
回
答
で
し
た
。
ま
た
、「
今

後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
か
」
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

仕
事
の
ル
ー
ル
の
大
切
さ
、
社
会
へ
の
影
響
力
や
責
任
感
の
大

き
さ
を
痛
感
し
た
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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クラブ・サークルNOW
club circle Now

呼吸を整え、心を鍛える

アトリエで自由なアートを

恵まれた環境によりプロ雀士も輩出！

弓道部 　部長　北原 健二さん   （バイオサイエンス学科2年次生）

　私たち弓道部は、毎週火、土曜日に長浜八幡宮の道場にて練習をしています。
弓や矢は、道場で借りることができ、とても練習のしやすい環境が整っていま
す。また、弓道協会さん主催のイベントなどを通して、地元の高校生や社会人
の方々と交流しています。
　弓道と聞くと敷居が高く聞こえるかもしれませんが、気軽に始めることがで
きますので、興味のある方はぜひ練習を見に来てください！

美術部 　部長　納屋内 佑子さん   （バイオサイエンス学科3年次生）

　美術部は湖岸に近い大学の別館で活動しています。活動日は決めておらず、
部室をアトリエのように使い、各自が好きな時間に好きな分野の作品作成を
行っています。油絵の具、アクリル絵の具、色鉛筆、コピックなど、さまざまな
画材を使うことができます。
　今年は１年次生が多く増え、AEON長浜店への学外展示や、命洸祭出店など
学内のイベントにも参加しました。また、ハンドメイドサークルと相部屋なの
で今後はコラボなどもしていきたいと考えています。

競技麻雀部 　部長　足立 幸志朗さん   （アニマルバイオサイエンス学科1年次生）

　競技麻雀部は、人が4人集まればいつでも活動しています。主に麻雀で競い
合ったり、より良い麻雀の打ち方を先輩に教わったり、部内で大会をしたりし
て、最終的に競技麻雀の大会で良い成績を残せるように日々努力しています。
また自動麻雀卓が2台もある、とても恵まれた環境です。さらに部内から麻雀プ
ロの道へ進んだ方もいて、より強くなるための麻雀を教わることができます。
　麻雀でより強くなりたいという方や麻雀をこれから知っていきたいという方
にもとても良い環境だと思っています。興味のある方はぜひ部室を覗いてみく
ださい。そこには楽しそうな部員の笑顔と確約された素敵な麻雀ライフが待っ
ています。ぜひ一緒に理系のインドアスポーツ「麻雀」を楽しみましょう！

写真部

今年の国際交流企画は
バーベキュー大会

ぴあサポが主催する
多彩なイベント

早崎内湖ビオトープで
植物観察会

閆 嘯宇さん
（バイオサイエンス学科 1年次生）

　琵琶湖湖岸での国際交流企画、バーベキュー
に参加しました。留学生と日本人の学生が食べ
ながら語り合える活動です。肉、野菜、うどん等々、
とても美味しかったです。ある日本人の先輩と
共通のゲームの経験交流ができて、大変楽し
かったです。その日の夜も一緒にプレーしまし
た。ゲームばかりでなく、学習についても話題に
なって、いろいろ教わりました。この活動のおか
げで、友達ができました。日本人の学生たちとコ
ミュニケーションができるような企画が増えると、
留学生活にいろどりを与えてくれると感じました。

河上 悠太郎さん
（バイオサイエンス学科 4年次生）

　さまざまな話を聞くことは、勉学や課外活動
へのモチベーション向上につながる良いきっ
かけになると思い、“ぴあサポ”活動の一環とし
て講演会を企画・運営することにしました。
　第一回は池村淑道先生に、「AI」と「バイオ」
を題材にした研究内容を紹介していただきま
した。「AI」の凄まじい解析力に驚かれた方も多
く、講演内容は高評価でした。しかし、場所や時
間に不備があり「もっと聞きたかった」や「集中
して聞けなかった」などの声を受け、今後は改
善しつつ継続し、講演会を開催していきたいと
考えています。

棚野 航平さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）

　早崎内湖での植物観察会に参加しました。
よく晴れた日だったので遠くまでよく見渡せ、
多くの植物を見ることができました。
　実際に早崎内湖で植生を見てみると、環境
によって植生が変わることは知っていました
が、少しの変化が重なって大きく植生が変わる
ことが目に見えて理解できました。さらに実際
に行われる植生調査、コドラート調査も体験
することができ、普段目にするデータがどのよ
うに作られているかを知りました。非常に学ぶ
ことの多い一日でした。

　10月28日、長浜バイオ大学の学生を対象
にした早崎内湖ビオトープの「植物観察会」
が開催され、琵琶湖研究部と動物研究サー
クルの学生９人が参加しました。
　（株）東京建設コンサルタントの冨永さん
から植生調査の手法についてのお話を聞い
た後、早崎内湖南区に移動、一周回るコース
の中の約15ポイントで、いろいろな植物の
名前と特徴についてレクチャーを受けまし
た。その中で、数少ない貴重種のタコノア
シをはじめ、ノブドウ、ヤブカラシ、タナム
グラなどの植物を観察、アレチウリなどの
外来植物の説明も受けました。
　その後、均質な場所を選定して範囲を決
め、その中に植生している植物を調査する
コドラート調査を体験しました。

　学生チューター“ぴあサポ”は、後期から
の新たな活動で、１年次生のニーズに応え
るさまざまなイベントを開催します。その
第１弾は10月20日と21日の命洸祭で模擬店
を出展、第２弾企画として特別講座を10月
22日に開催しました。講師は本学名誉教
授・客員教授の池村淑道先生で、「人工知能

（AI）が可能にする新しいバイオ研究」をテ
ーマにお話しいただきました。３限目の講
義教室で昼休み時間に開催したため、後半
は会場がざわついた反省点もありましたが、
第２回の開催も検討しています。
　また、10月29日と30日にはハロウィン企
画で、４種類の帽子を被った“ぴあサポ”が、
1年次生にお菓子を配る「トリック・オア・
トリート」に取り組みました。

　９月22日、大学近くの琵琶湖畔にある神
明キャンプ場で、留学生と日本人学生の国
際交流企画を開催しました。
　今回の企画はバーベキュー大会で、留学
生10人をはじめ留学生相談室支援スタッフ
の八木かず子先生、学生担当の職員と日本
人学生など26人が参加し、午前10時から午
後3時30分まで大いに盛り上がりました。
　日本人学生で参加したのは、“ぴあサ
ポ”の学生チューターをはじめ友達にな
った学生、琵琶湖研究部や農業サークル
“WALK”の学生です。牛肉は近江牛を
10kg準備していましたが、それでも足り
なくなってしまい、さらに５kgの飛騨牛
を追加で買いに走ったことからも盛り上が
り具合が伺い知れます。

学生生活トピックス

Student life Topics
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学生生活

学生たちのプロジェクト
10月20日と21日に開催された“命洸祭”、写真部のみなさんに
当日の写真からセレクトしてもらいました。命洸祭２０１8

第16回

　

滋
賀
県
は
わ
が
国
最
大
の
湖
・
琵
琶
湖
を
擁

し
、
と
り
わ
け
本
学
が
立
地
す
る
湖
北
地
域
に

は
唯
一
無
二
の
生
物
多
様
性
が
形
成
さ
れ
、
豊

か
な
自
然
と
調
和
す
る
人
々
の
暮
ら
し
が
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
気
候
変
動
や
周
辺
地
域
の

都
市
化
、
外
来
生
物
の
繁
殖
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
で
琵
琶
湖
の
希
少
生
物
が
激
減
し
、
伝

統
漁
法
を
受
け
継
ぐ
水
産
業
も
危
機
的
状
況
に

瀕
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
生
物
学

の
原
点
で
あ
る
〝
自
然
観
察
〞
を
通
じ
、
主
体

的
な
学
習
を
行
う
授
業
が
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
の
専
門
教
育
科
目
で
あ
る
「
湖

北
動
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。　

　

同
科
目
を
受
講
す
る
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
１
年
次
生
の
岸
川
隆
之
介
さ
ん
は
、

長
浜
市
木
之
本
町
を
流
れ
る
「
大
谷
川
の
生

き
物
調
査
」
に
参
加
し
ま
し
た
。「
大
谷
川
で

は
以
前
、
砂
防
ダ
ム
の
建
設
事
業
が
推
進
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ

魚のゆりかご水田での生き物調査

左から岸川さん、織田さん、前島さん

生き物調査の結果を発表する岸川さん

天の川で投網も体験

る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、

事
業
に
よ
る
影
響
を
検
討
す
る
た
め
に
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
状
況
の
調
査
を
行
っ
た

結
果
、大
谷
川
が
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
と
っ

て
重
要
な
生
息
環
境
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
多
数
の
希
少
生
物
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
か
ら
事
業
計
画
が
見
直
さ
れ
、
水
の
流
れ
を

妨
げ
ず
、
魚
の
往
来
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
透

過
型
堰
堤
や
水
中
の
段
差
を
な
く
し
た
魚
道
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
」
と
岸
川
さ
ん
。

　

当
日
は
、「
古
橋
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

を
守
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
地
元
の

小
学
生
も
一
緒
に
な
り
大
谷
川
の
水
温
や
流

速
、
水
深
な
ど
を
計
測
し
、
４
つ
の
エ
リ
ア
に

分
か
れ
て
網
や
素
手
で
生
き
物
を
捕
獲
し
ま
し

た
。
大
谷
川
の
生
き
物
調
査
は
今
年
で
５
年
目

を
迎
え
ま
す
が
、
岸
川
さ
ん
は
「
去
年
に
比
べ

た
ら
魚
が
多
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
特
に
ア
ユ

が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
滋
賀
県
版
の
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ア
カ
ザ
（
赤
ナ
マ
ズ
）

や
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
が
挿
入
さ
れ
て
い
な
い

命洸祭イベントスケジュール

湖
北
動
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

写真部のカメラがとらえた命洸祭

新
規
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
２
体
発
見
さ

れ
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
今
回
の
調
査
結
果

は
、
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
15
回
日
本
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
会
・
長
浜
市
大
会
」
で
岸

川
さ
ん
が
発
表
し
ま
し
た
。　
　

　

一
方
、
同
学
科
１
年
次
生
の
織
田
更
紗
さ
ん

と
前
島
弘
貴
さ
ん
は
、
稚
魚
の
育
成
に
水
田
を

利
用
す
る
「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
参
加
、
さ
ら
に
湖
北
に
受
け
継
が
れ
る

伝
統
漁
法
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
と
は
、
琵
琶
湖
に
生
息

す
る
フ
ナ
や
コ
イ
、
ナ
マ
ズ
な
ど
が
用
水
路
を

通
っ
て
水
田
で
産
卵
し
、
孵
化
し
た
稚
魚
が
再

び
琵
琶
湖
に
戻
る
習
性
を
利
用
し
て
、
魚
が
遡

上
し
や
す
い
よ
う
に
高
低
差
を
少
な
く
し
た
水

田
の
こ
と
。
エ
サ
と
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊

富
で
、
外
来
種
に
遭
遇
し
な
い
水
田
の
環
境
は
、

稚
魚
の
生
存
率
が
極
め
て
高
く
、
魚
に
影
響
が

少
な
い
農
薬
を
使
う
な
ど
、
生
態
系
に
配
慮
し

た
米
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
東
近
江
市
に
あ
る
栗
見
出
在
家
町

の
水
田
を
借
り
受
け
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
生
き
物
調
査
や
稲
刈
り
を
通
じ
て
、
漁

師
の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
、
琵
琶
湖
漁
業

の
将
来
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

６
月
の
生
き
物
調
査
に
参
加
し
た
前
島
さ
ん
は
、

「
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
在
来
型
の
コ
イ
が
い
た

の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
今
、
琵
琶
湖
で
コ
イ
と

い
え
ば
大
陸
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
種
ば
か

り
で
す
」
と
話
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
７
月
に
米
原
市
の
天
野
川
で
投
網
漁

を
体
験
し
た
織
田
さ
ん
は
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

練
習
し
て
か
ら
本
番
に
臨
み
ま
し
た
が
、
網
が

重
く
て
引
き
ず
っ
て
し
ま
い
、
き
れ
い
な
円
錐

型
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
少
し
悔
し
そ
う

に
話
し
ま
す
。
片
や
湖
北
町
の
朝
日
漁
港
で
刺

し
網
漁
を
体
験
し
た
前
島
さ
ん
は
、「
船
の
ス

ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
網
を
沈
め
る
の
が
と
て
も

難
し
か
っ
た
で
す
」
と
振
り
返
り
、
連
綿
と
琵

琶
湖
で
続
く
淡
水
漁
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

ま
す
。

10月20日
●ダンス部
●風船早割ゲーム
●ジェスチャーゲーム
●吉本お笑いライブ
●マジックサークルショー
●男女逆転コンテスト

10月21日
●ダブルダッチサークル
●エミュシンガーズ＆風姿花伝ライブ
●絵心決定戦
●～Lefa ～ライブ
●ビンゴ大会 Part1
●うまい棒早食い
●ビンゴ大会 Part2

『りんちゃん』

『赤　座』

『吹奏楽部の焼きおにぎり』

『マジックサークル』

『琵琶湖研究部の昆虫標本』

『フララ、未知との遭遇』『ウルフ』

『床ダンス』

『ひょっこりCELL』

Photo by 林 里奈さん
（バイオサイエンス学科1年次生）

Photo by 林 里奈さん
（バイオサイエンス学科1年次生）

Photo by 高木 凜さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）

Photo by 前田 悠介さん
（バイオサイエンス学科 3 年次生）

Photo by 林 里奈さん
（バイオサイエンス学科1年次生）

Photo by 田中 優介さん
（バイオサイエンス学科 3 年次生）

Photo by 高木 凜さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）

Photo by 高木 凜さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）

Photo by 高木 凜さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）
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学生生活

　

大
学
と
地
域
が
連
携
し
、
長
浜
の
風
土
に
根

差
し
た
新
た
な
地
酒
を
造
ろ
う
と
、
滋
賀
の
も

の
づ
く
り
を
支
援
す
る
黒
壁A

M
ISU

の
呼
び

か
け
で
、
２
０
１
４
年
よ
り
始
ま
っ
た
「
長
浜

人
の
地
の
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
５
年
目
を
迎

え
る
今
年
度
も
、
伊
吹
山
麓
で
減
農
薬
栽
培
を

続
け
る
米
農
家
・
百
匠
屋
さ
ん
の
協
力
で
、「
吟

吹
雪
」
の
酒
米
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

吟
吹
雪
と
は
、「
純
米
吟
醸 

長
濱
」
に
使
用

し
て
い
る
滋
賀
県
育
成
の
酒
造
好
適
米
品
種

の
こ
と
。
そ
の
苗
を
５
月
中
旬
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
総
出
で
２
反
分
（
約

６
０
０
坪
）
植
え
付
け
ま
し
た
。「
苗
の
手
植

え
は
経
験
済
み
で
す
が
、
田
植
え
機
に
乗
る
の

は
こ
れ
が
初
め
て
。
間
隔
も
一
定
で
一
気
に
で

き
る
機
械
は
す
ご
い
な
と
い
う
印
象
で
し
た
」

　

日
本
最
古
に
し
て
最
大
規
模
の
盆
梅
展
、
長

浜
盆
梅
展
は
新
春
の
風
物
詩
と
し
て
全
国
に

そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
長
浜
市
に
は
〝
盆
梅
の
ま
ち
〞
を
テ
ー
マ

に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
梅
酒
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
地
元
酒
造
会
社
の
佐
藤
酒
造
さ

ん
の
呼
び
か
け
で
２
０
１
７
年
よ
り
、
本
学
の

学
生
が
湖
北
で
採
れ
た
梅
の
実
と
地
酒
を
融
合

さ
せ
た
梅
酒
の
開
発
に
取
り
組
む
「
梅
酒
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
動
し
ま
し
た
。

　

初
年
度
は
伊
吹
山
麓
の
梅
農
家
で
６
０
０
㎏

に
及
ぶ
青
梅
を
学
生
た
ち
が
収
穫
し
、
一
つ
ひ

と
つ
ヘ
タ
を
取
る
地
道
な
作
業
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
ヘ
タ
を
取
っ
た
青
梅
は
佐
藤
酒
造
の
代

表
銘
柄「
六
瓢
箪
」の
原
酒
に
漬
け
込
ま
れ
、
毎

月
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
で
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
香

気
成
分
な
ど
４
項
目
に
渡
っ
て
成
分
分
析
を

行
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
完
成
し
た
梅
酒
に
は
、

長
浜
魅
力
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェク
ト

地
の
酒
プ
ロ
ジ
ェク
ト
　

科目担当教員の松島先生

コンバインでの
稲刈りは初体験

今年は南高梅だけを摘み取って原料に

山本さん（左）と吉村さん（右） 棚野さん（左）と生藤さん（右）

「純米吟醸 長濱」の
学習からスタート 

昨年の梅酒を官能検査して方向性を議論

昨年の梅を使ってピューレづくり

と
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年

次
生
の
生
藤
敦
也
さ
ん
。

　

ま
た
学
生
た
ち
は
９
月
中
旬
、
京
都
市
伏
見

区
に
あ
る
月
桂
冠
株
式
会
社
へ
足
を
運
び
、
日

本
酒
の
製
造
工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。
ビ
ル
の

10
階
分
に
相
当
す
る
巨
大
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
酒
蔵
で
は
、
洗
米
・
浸
漬
、
蒸
米
、
麹
づ

く
り
、
酒
母
づ
く
り
、
モ
ロ
ミ
の
発
酵
、
酒
し

ぼ
り
ま
で
の
工
程
が
ほ
ぼ
機
械
化
・
自
動
化
さ

れ
て
お
り
、
大
手
酒
造
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は
の

酒
づ
く
り
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

10
月
上
旬
の
稲
刈
り
で
は
、
初
め
て
操
作
す

る
コ
ン
バ
イ
ン
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、
学

生
た
ち
は
自
ら
田
植
え
し
た
吟
吹
雪
の
刈
り

取
り
を
一
生
懸
命
行
い
ま
し
た
。
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
の
棚
野
航
平
さ
ん
は
、

「
ず
っ
と
苗
か
ら
見
て
き
た
米
で
す
か
ら
思
い

入
れ
が
あ
る
。
こ
れ
が
さ
ら
に
お
酒
に
な
る
の

か
と
思
う
と
不
思
議
な
感
動
が
あ
り
ま
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

痩
せ
た
老
木
に
蕾
が
膨
ら
む
梅
の
風
情
を
表
し

た「
痩
老
蕾
希
」の
言
葉
に
ち
な
み
、〝
つ
ぼ
み
う

め 

に
ご
り
〞と
命
名
。公
募
に
よ
っ
て
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
選
考
し
、
２
０
１
８
年
１
月
に
念
願
の
初

お
披
露
目
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
２
年
目
を

迎
え
る
今
年
度
も
、
学
生
た
ち
は
伊
吹
山
麓
の

梅
農
家
で
青
梅
摘
み
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
梅
の
品
種
を
上
質
の
南
高
梅
に
限
定
。
さ
ら

に
前
年
に
漬
け
込
ん
だ
梅
の
実
を
引
き
上
げ
て
、

に
ご
り
梅
酒
に
す
る
た
め
の
梅
ペ
ー
ス
ト
を
つ

く
り
ま
し
た
。「
今
年
度
の
目
標
は
、
本
格
梅

酒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
。
本
格
梅
酒
と
は

梅
の
実
と
リ
キ
ュ
ー
ル
と
砂
糖
だ
け
で
つ
く
ら

れ
て
い
て
、
炭
酸
や
色
素
と
い
っ
た
余
分
な
も

の
が
入
ら
な
い
の
が
特
長
で
す
」
と
、
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
学
科
３
年
次
生
の
山
本
永
花
さ
ん
。

梅
酒
プ
ロ
ジ
ェク
ト
　
　   

　

学
生
が
自
ら
行
動
し
、
将
来
の
在
り
方
へ
の

気
付
き
を
得
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
と
し
て
、

「
長
浜
魅
力
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
地

域
の
人
々
と
の
意
見
交
換
や
共
同
作
業
を
通

じ
、
本
学
が
拠
点
と
す
る
湖
北
地
域
の
魅
力
を

伝
え
る
活
動
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
地
元
洋
食
店
と
共
同
で
湖
北

ら
し
さ
を
追
求
し
た
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発

し
た
り
、長
浜
市
内
の
商
店
街
を
活
用
し
た
「
地

の
酒
フ
ェ
ス
タ
＋
脱
出
ゲ
ー
ム
」
を
開
催
し
た

り
す
る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
た

な
試
み
と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
を
狙
っ

た
外
国
人
観
光
客
向
け
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
製

作
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

担
当
教
員
の
松
島
三
兒
先
生
は
、「
地
域
の

人
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
む
姿
勢
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
学
生
が
自
分
の
足
で

調
べ
て
か
た
ち
に
残
せ
る
も
の
を
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
話
し
、
学
生
の
自
己
満
足
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
も
の
で
は
な
く
、〝
ど
ん
な
人
が
喜
ん

で
く
れ
る
の
か
〞
を
想
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
有
益
な
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

  

そ
こ
で
ま
ず
学
生
た
ち
は
湖
北
を
訪
れ
た
外

国
人
観
光
客
の
行
動
を
知
る
た
め
に
、
長
浜
市

内
の
観
光
案
内
所
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。
す
る
と
、「
台
湾
か
ら
の
観
光
客
は
見
る
場

所
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
い
る
人
が
多
い
。『
ほ

か
に
も
見
ど
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ
』
と
案
内
し

て
も
、『
い
ら
な
い
』
と
い
う
」
な
ど
と
い
っ
た

意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
滞
在
時
間
が
限
ら
れ
た
外

国
人
観
光
客
は
来
日
前
に
ル
ー
ト
を
決
定
し
、

来
日
後
に
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
も
役
に

立
た
な
い
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
実
際
に
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
紙
媒
体
に
す
る

の
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ま
っ

た
く
別
の
手
段
に
す
る
の
か
検
討
し
て
い
る
最

中
で
す
が
、
来
日
前
に
着
実
に
情
報
が
届
く
発

信
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

今
後
は
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
外
国
人
観

光
客
が
ど
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の

か
、
長
浜
市
在
住
の
外
国
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
予
定
で
す
。「
学
生

た
ち
は
一
度
こ
う
だ
と
思
い
込
む
と
、
そ
の
考

え
に
捉
わ
れ
す
ぎ
る
傾
向
が
強
い
。
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
の
意
見
を
柔
軟
に
取
り
入
れ
て
、

よ
り
価
値
の
高
い
も
の
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と

が
今
年
度
の
目
標
で
す
」
と
、
松
島
先
生
は
話

し
て
い
ま
す
。

前
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
官

能
検
査
で
に
ご
り
梅
酒
の
評
判
が
よ
く
、
品

評
会
で
も
出
品
数
が
少
な
い
ジ
ャ
ン
ル
で
受
賞

が
狙
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
急
き
ょ
に
ご
り

梅
酒
を
開
発
す
る
こ
と
に
。
と
は
い
え
、
学
生

が
梅
ペ
ー
ス
ト
を
つ
く
る
時
間
も
な
く
、
や
む

を
得
ず
市
販
品
の
ペ
ー
ス
ト
を
使
用
し
た
と
い

う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。「
梅
の
実
か
ら
種
を
取

り
除
き
、
ス
ム
ー
ジ
ー
状
に
し
て
濾
し
て
か
ら

ペ
ー
ス
ト
に
し
て
い
ま
す
。
ミ
キ
サ
ー
を
使
う

よ
り
う
ま
く
い
き
ま
し
た
ね
」
と
、
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
３
年
次
生
の
吉
村
光
葉
さ
ん
。

　

ま
た
、
前
年
度
の
に
ご
り
梅
酒
に
は
天
然
の

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
エ
キ
ス
を
使
用
し
、
女
性
層
を

意
識
し
た
華
や
か
な
紅
色
が
持
ち
味
で
し
た
が
、

今
回
は
本
格
梅
酒
に
挑
戦
す
る
た
め
、
天
然
由

来
の
も
の
で
あ
っ
て
も
色
素
は
一
切
使
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
ゆ
え
、
紅
色
が
印
象
的
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
も
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
す
る
予

定
。
今
後
も
成
分
分
析
を
継
続
的
に
実
施
し

て
、
よ
り
完
成
度
の
高
い
梅
酒
づ
く
り
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
連
の
作
業
を
終
え
て
山
本
さ
ん
は
、「
初

年
度
に
引
き
続
き
今
年
度
も
参
加
し
ま
し
た

が
、
前
回
よ
り
い
い
も
の
が
で
き
て
い
る
と
い

う
実
感
が
嬉
し
い
。
自
分
た
ち
が
や
っ
て
き
た

こ
と
が
ど
ん
ど
ん
形
に
な
っ
て
い
く
感
覚
が
楽

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
吉
村

さ
ん
は
、「
私
も
初
年
度
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
青
梅
摘
み
や
ペ
ー
ス

ト
づ
く
り
な
ど
何
も
か
も
初
め
て
で
貴
重
な
経

験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
大
学
で
し
か
や
れ
な

い
こ
と
に
参
加
で
き
て
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
、

将
来
は
酒
造
系
の
企
業
で
働
き
た
い
と
い
う
夢

も
芽
生
え
は
じ
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

本
格
梅
酒
を
め
ざ
し
た
新
た
な
「
つ
ぼ
み
う

め 

に
ご
り
」
は
、
新
年
の
幕
開
け
早
々
に
発

売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

meikou 2019 January vol.3917 16



　
　
　
　

講義＆実験　ピックアップ

研究室訪問40
　

2
0
0
3
年
に
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
全
塩
基

配
列
が
解
読
さ
れ
て
以
降
、
ゲ
ノ
ム
研
究

は
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
発
展
を
遂
げ
ま

し
た
。
現
在
で
は
９
５
、0
0
0
種
を
越
え

る
原
核
生
物（
細
菌
）と
、
ヒ
ト
を
含
む
約

5
0
0
種
の
真
核
生
物
の
全
ゲ
ノ
ム
配
列

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
、
誰

も
が
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

現
代
の
生
命
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
膨

大
な
遺
伝
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
技
術

は
不
可
欠
で
、
本
講
義
で
は
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム

計
画
の
歴
史
的
経
緯
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
最

先
端
の
学
問
領
域
で
あ
る
バ
イ
オ
イ
ン

フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
の
生
物
情
報
解
析
技
術

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
遺
伝
情
報
全
体
を
マ
ク
ロ
に
と

ら
え
る
新
し
い
視
点
に
触
れ
な
が
ら
、
ゲ

ノ
ム
情
報
の
医
療
へ
の
応
用
や
、
ゲ
ノ
ム

に
潜
む
生
物
の
機
能
や
進
化
の
情
報
の
読

み
方
に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。

（
担
当
：
大
島 

一彦
先
生
）

今
回
は
、
生
命
現
象
に
関
わ
る
ゲ
ノ
ム
解
析
学
と
糖
質
生
物
学
の
二
つ
の

講
義
科
目
を
紹
介
し
ま
す
。

　ゲノムとは、DNAのすべての遺伝情報のことであり、い
わば生命の設計図のようなものです。すべての生物が持つ
ゲノムを紐解けば、生命現象の解明につながります。現在、
ゲノムはコンピュータで簡単に解析できる時代になり、ヒ
トゲノムの全塩基配列も解読されました。ヒトゲノムの解
明で得られた膨大なデータから情報を選びだし、応用する
ことでゲノム創薬や遺伝子病の診断・治療の進歩が期待さ
れています。
　私は、生物を学ぶうえでゲノム解析は重要であると感じ、
またゲノム創薬などに興味があったため履修しました。こ
の講義では、ゲノム解読の実験手法とバ
イオインフォマティクスのゲノム情報解
析技術の知識を学ぶことができます。

　糖質生物学では、糖質・糖鎖の存在形態ならびに複合糖
質の生合成と分類、生命現象や疾患に関連する糖質・糖鎖
ならびにレクチンの機能のあらましを学習することができ
ます。タンパク質や脂質など生体分子の多くは、「複合糖質」
として存在していて、生殖・発生・再生・分化・老化・がん・
感染・炎症・変性などの生命現象において、糖質・糖鎖が
重要な役割を担っています。
　初回では、栄養表示基準に見る糖から始まり、徐々に生
体内での糖鎖の役割へと進んでいきます。このような講義
内容を学んでおくことで、糖の研究に関
することに役立つと思います。

宮下 千明さん
（バイオサイエンス学科2年次生）

小野 竜大さん
（バイオサイエンス学科3年次生）

　

一
般
的
に
糖
質
は
、
生
命
活
動
を
支
え

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
役
割
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
体
内
で
減
少
す
る
と
、
肌
の

た
る
み
や
シ
ワ
に
つ
な
が
る
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
、
軟
骨
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
コ
ン
ド

ロ
イ
チ
ン
硫
酸
な
ど
、
体
を
維
持
す
る
う

え
で
必
要
な
成
分
も
糖
質
の
仲
間
で
す
。

　

ま
た
糖
質
は
、
糖
が
鎖
の
よ
う
に
つ
な

が
っ
た
糖
鎖
か
ら
成
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｂ
Ｏ

式
の
血
液
型
は
糖
鎖
の
わ
ず
か
な
違
い
に

よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
例

え
ば
輸
血
を
し
た
と
き
に
異
型
の
血
液
で

拒
絶
反
応
が
起
き
る
の
は
、
赤
血
球
の
細

胞
膜
に
あ
る
糖
鎖
に
よ
っ
て
適
合
性
を
識

別
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

本
講
義
で
は
私
た
ち
に
身
近
な
栄
養
学

的
な
側
面
は
も
ち
ろ
ん
、
細
胞
間
の
情
報

伝
達
分
子
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
命
現

象
に
関
わ
る
糖
質
・
糖
鎖
の
概
略
を
学
び

ま
す
。

（
担
当
：
亀
村 

和
生
先
生
）

膨
大
な
遺
伝
情
報
を
知
り

最
先
端
の
解
析
技
術
を
学
ぶ

ゲ
ノ
ム
解
析
学

身
近
な
話
題
か
ら
紐
解
く

糖
質
・
糖
鎖
の
広
汎
な
役
割

糖
質
生
物
学

―
―　

 

先
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

私
は
オ
ル
ガ
ネ
ラ
間
の
物
質
輸
送
に
興
味
を

も
っ
て
研
究
を
し
て
お
り
、
細
胞
生
物
学
が
専
門

で
す
。
現
在
、
大
き
く
2
つ
の
研
究
テ
ー
マ
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
1
つ
目
は
、
抗
が
ん
剤
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
ド
キ
ソ
ル
ビ
シ
ン
の
排
出
機
構
の

解
析
で
す
。

　

世
間
で
は
よ
く〝
薬
が
効
か
な
い
〞と
い
う
話
を

耳
に
し
ま
す
が
、
効
か
な
い
理
由
の
1
つ
と
し
て
、

細
胞
が
薬
を
異
物
と
し
て
認
識
し
、
外
へ
排
出
す

る
機
構
が
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
創
薬
の
研
究
が

盛
ん
に
な
る
一
方
で
、
な
ぜ
薬
が
効
か
な
い
の
か

に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

効
か
な
け
れ
ば
ま
た
新
し
い
薬
を
つ
く
れ
ば
い
い

と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
そ
れ
で

い
い
の
か
、
そ
れ
よ
り
も
効
か
な
い
理
由
を
は
っ

き
り
さ
せ
た
方
が
い
い
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ド
キ
ソ
ル
ビ
シ
ン
は
肺
や
消
化
器
系
の
が
ん
に

用
い
ら
れ
る
一
般
的
な
抗
が
ん
剤
で
、
細
胞
に
作

用
さ
せ
る
と
核
内
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
結
合
し
、
複
製
に

必
要
な
ト
ポ
イ
ソ
メ
ラ
ー
ゼ
働
き
を
阻
害
し
て
が

ん
細
胞
に
細
胞
死
を
も
た
ら
す
薬
で
す
。
こ
の
薬

が
効
か
な
い
細
胞
で
は
、
ド
キ
ソ
ル
ビ
シ
ン
は
何

ら
か
の
仕
組
み
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
結
合
で
き
な
く
な
る

こ
と
で
、
核
か
ら
リ
ソ
ソ
ー
ム
へ
と
運
ん
で
隔
離

し
、最
終
的
に
は
細
胞
か
ら
排
除
さ
れ
ま
す
。
最
近
、

そ
の
仕
組
み
に
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
関
与
を
示
す

因
子
を
多
数
発
見
し
て
お
り
、
こ
の
研
究
が
進
展

す
れ
ば
ほ
か
の
抗
が
ん
剤
で
も
治
療
効
果
の
向
上

に
貢
献
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―　

 

２
つ
目
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

細
胞
内
で
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
輸
送
機
構
の

解
明
で
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
よ
く
〝
悪
玉
菌
〞

な
ど
と
い
う
い
い
方
で
耳
に
す
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
細
胞
膜
の
構
成
に
は
欠
か
せ

な
い
成
分
で
、
妊
娠
期
に
必
須
の
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ

ル
モ
ン
の
原
料
に
な
る
も
の
で
す
。

　

胎
盤
は
、妊
娠
す
る
と
現
れ
る
組
織
で
、妊
娠
を

維
持
す
る
た
め
に
大
量
の
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン

を
産
生
し
ま
す
。
大
量
の
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン

は
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
で
産
生
さ
れ
ま
す
が
、
産
生

に
必
要
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
ど
の
よ
う
な
分
子

が
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
へ
輸

送
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
が
1
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
唱

し
た
の
が
、
エ
ン
ド
ソ
ー
ム
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

と
い
う
別
々
の
オ
ル
ガ
ネ
ラ
が
直
接
的
な
接
触
す

る
こ
と
で
お
互
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、

必
要
量
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
輸
送
が
行
わ
れ
る

と
い
う
仮
説
で
す
。
細
胞
生
物
学
の
現
行
の
教

科
書
に
は
、
オ
ル
ガ
ネ
ラ
は
単
独
で
細
胞
内
に
存

在
し
、
独
自
の
機
能
を
有
す
る
と
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、
異
な
る
オ
ル
ガ
ネ
ラ
の
物
理
的
な
接
触
に

よ
る
機
能
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
は
他

の
オ
ル
ガ
ネ
ラ
で
も
近
年
発
見
さ
れ
て
き
て
お
り
、

細
胞
生
物
学
上
の
新
し
い
考
え
方
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
実
際
に
蛍
光
顕
微
鏡
に
よ
る
ラ
イ
ブ

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
解
析
や
電
子
顕
微
鏡
解
析
に
よ
っ

て
、
エ
ン
ド
ソ
ー
ム
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
接
触

す
る
様
子
も
確
認
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
エ
ン
ド

ソ
ー
ム
に
存
在
し
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
結
合
す

る
M
L
N
64
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
の
発
現
を
抑
制

す
る
と
、エ
ン
ド
ソ
ー
ム
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と
の

距
離
が
対
照
実
験
よ
り
5
倍
以
上
離
れ
て
接
触
が

失
わ
れ
、
胎
盤
細
胞
で
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
が

ま
っ
た
く
産
生
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
結
果
を
得

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
M
L
N
64
が
エ
ン

ド
ソ
ー
ム
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
接
触
に
直
接
関

与
し
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
受
け
渡
し
役
を
自
ら

行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
し
て
い
ま
す
。

―
―　

 

細
胞
内
で
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
輸
送
機

構
の
解
明
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
貢
献
で
き
そ
う
で
す
か
？

　

妊
娠
期
間
に
胎
児
は
母
体
内
で
ど
う
育
っ
て
い

て
、
ど
う
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
出
産
す
る
の
か
等
、

妊
娠
や
出
産
に
関
す
る
基
本
的
な
こ
と
が
あ
ま
り

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
近
年
、
赤
ち
ゃ
ん
の
低
体

重
化
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
医
療

費
の
高
騰
や
出
産
後
の
う
つ
等
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
明
快
な
解
決
策
を
見
い
だ
せ
ず
に
い
る

の
が
現
状
で
す
。
私
の
研
究
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
す

べ
て
を
解
決
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
と
思
い
、
そ
こ
に
貢
献
す
べ
く
研
究
を
し

て
い
ま
す
。

―
―　

 

最
後
に
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

私
の
研
究
室
で
は
オ
ル
ガ
ネ
ラ
の
観
察
に
電
子

顕
微
鏡
を
用
い
て
い
ま
す
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、電

子
顕
微
鏡
に
触
れ
ら
れ
る
学
生
は
全
学
生
の
中
で

ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
。
電
気
泳
動
装
置
や
質
量
分

析
計
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
機
器
が
あ
る
な
か
で
、

細
胞
内
の
構
造
を
ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
詳
細
に
観
察

で
き
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
結
果
を
出
せ
る
の
が

電
子
顕
微
鏡
の
強
み
で
す
。
一
見
操
作
が
難
し
く
、

敷
居
が
高
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、粘
り
強
く
や
っ
て
み
た
い
学
生
、あ
る
い
は
電

子
顕
微
鏡
を
用
い
た
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
学

生
に
ぜ
ひ
来
て
欲
し
い
で
す
。
次
世
代
へ
の
技
術

の
継
承
が
私
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
オ
ル
ガ
ネ
ラ
（
細
胞
小
器
官
）

間
の
物
質
輸
送
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
研
究
す
る
奈
良
篤
樹
先
生
の
研
究
室

を
訪
ね
ま
し
た
。

奈
良 

篤
樹 

先
生　

●
細
胞
生
理
学
研
究
室

プロフィール
オートファジー研究で2016年ノー
ベル医学生理学賞を受賞した大隅
良典教授の下で博士（理学）の学
位を取得する。国立遺伝学研究
所、科学技術振興事業団の研究
員を経て本学へ。本学赴任後、抗
がん剤のドキソルビシンをオートファ
ジーによって排除するメカニズムを
研究する。さらには妊娠維持や不
妊の研究につながる、細胞内での
コレステロールの輸送機構の解明
に取り組む。
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研究最前線

研究最前線

ノ
ダ
フ
ジ
種
子
に
含
ま
れ
るW

istin

が

肝
臓
の
脂
質
代
謝
を
促
す
こ
と
を
明
ら
か
に

河
内 

浩
行
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

瀧
日 

桃
花
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
２
年
）

和
田 

ふ
み
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
２
年
）

光
合
成
色
素
を
修
飾
し
て
太
陽
電
池
用
素
材
や

光
触
媒
へ
応
用
す
る
こ
と
に
成
功

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木 

真
一
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

酒
井 

琴
和
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
２
年
）

山
本 

裕
也
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
２
年
）

極
め
て
近
縁
な
サ
ク
ラ
ソ
ウ
属
２
種
に
訪
花
す
る

昆
虫
相
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
発
見

 

　

山
本 

将
也
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

メ
ダ
カ
を
使
っ
て
メ
タ
ゲ
ノ
ム
解
析
に
よ
る

生
態
調
査
方
法
を
構
築

 

小
倉 

淳
先
生
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　
　
　
　
　

 

西
郷 

甲
矢
人
先
生
（
一
般
教
育
科
目
担
当
）

 

竹
花 

佑
介
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

 

嶺
井 

隆
平
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
１
年
）

若
手
教
員
の
研
究
や
、
大
学
院
生
が
教
員
と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
研
究
成
果
が
、
科
学

誌
に
続
々
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
研
究
室
で
引
き
継
い
で
き
た
研
究
テ
ー

マ
の
果
実
と
な
る
論
文
な
ど
、
４
つ
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

効
率
的
に
脂
質
代
謝
を
制
御
す
る
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
や
畜
産
飼
料
の
開
発
に
取
り
組
む

河
内
浩
行
先
生
の
研
究
室
に
お
い
て
、
マ
メ

科
フ
ジ
属
の
ノ
ダ
フ
ジ
の
種
子
に
含
ま
れ
る

W
istin

が
脂
質
代
謝
に
関
与
す
る
リ
ガ
ン
ド

依
存
性
核
内
受
容
体
型
転
写
因
子
のPPA

R

　

を
活
性
化
す
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

マ
ウ
ス
の
肝
臓
細
胞
にW

istin

を
添
加

しPPA
R　

転
写
活
性
化
能
を
検
討
し
た

と
こ
ろ
、
脂
質
酸
化
関
連
遺
伝
子
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
生
関
連
遺
伝
子
の
発
現
が
添
加
濃

度
依
存
的
に
上
昇
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
中
性
脂
肪
の
減
少
と
添
加

量
の
相
関
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
でW

istin

に
よ
る
脂
肪
肝
の
抑
制
作
用
が
実
証
で
き
、

研
究
成
果
が
「M

olecu
lar an

d
 C

ellu
lar 

B
ioch

em
istry

」（
２
０
１
８
年 V

ol. 446

）に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
は
、
卒
業
生
を
含
め
た
研
究
室

の
メ
ン
バ
ー
が
５
年
が
か
り
で
取
り
組
ん
で

実
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
同
研
究
室
の
瀧

日
桃
花
さ
ん
は
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
す
ご
く

あ
っ
た
。
先
輩
た
ち
の
頑
張
り
を
引
き
継

い
で
結
果
が
出
せ
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
話

し
、
同
じ
く
和
田
ふ
み
さ
ん
は「
今
後
の
自
分

の
経
験
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
な
の
で
、

責
任
を
も
っ
て
や
り
遂
げ
よ
う
と
思
い
ま
し

た
」と
話
し
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
愛
玩
動
物
の
肥
満
改
善
を
め

ざ
し
た
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
開
発
に
貢
献
す
る

な
ど
、
こ
の
研
究
に
根
差
し
た
新
た
な
展
開

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
陸
の
辺
縁
部
に
位
置
す
る
小
さ
な
島
国

で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
の
植
物
相
は
実
に
豊

か
で
、
同
じ
緯
度
帯
で
ほ
ぼ
同
じ
面
積
の
イ

ギ
リ
ス
に
比
べ
て
も
2
〜
3
倍
の
植
物
が
自

生
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
い
つ・
ど
の
よ

う
に
し
て
日
本
の
植
物
は
多
様
化
を
遂
げ
た

の
か
。
日
本
の
固
有
植
物
の
進
化
史
を
研
究

す
る
山
本
将
也
先
生
た
ち
は
、
北
海
道
だ
け

に
分
布
す
る
サ
ク
ラ
ソ
ウ
属
の
種
分
化
機
構

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
研
究
過
程
に
お
い
て
、
共
通
祖
先
か

ら
分
化
し
た
テ
シ
オ
コ
ザ
ク
ラ
と
ヒ
ダ
カ
イ

ワ
ザ
ク
ラ
に
訪
花
す
る
昆
虫
相
が
大
き
く

異
な
る
こ
と
を
発
見
。
細
く
長
い
花
筒
を
持

つ
ヒ
ダ
カ
イ
ワ
ザ
ク
ラ
に
は
ビ
ロ
ー
ド
ツ
リ

ア
ブ
な
ど
口
吻
の
長
い
昆
虫
が
訪
花
し
、
太

く
短
い
花
筒
を
持
つ
テ
シ
オ
コ
ザ
ク
ラ
に
は

体
が
丸
ご
と
花
筒
に
入
る
小
さ
な
ア
ブ
や

ハ
チ
が
訪
花
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
近
縁
な
２
種
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
属
の

D
N
A
を
コ
ア
レ
セ
ン
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
基
づ
く
集
団
動
態
モ
デ
リ
ン
グ
に
よ
り

解
析
し
た
と
こ
ろ
、
お
よ
そ
10
万
年
前
に
種

が
分
化
さ
れ
、
進
化
の
ス
ケ
ー
ル
と
し
て
は

非
常
に
短
期
間
で
花
の
形
質
進
化
が
起
こ
り
、

訪
花
昆
虫
を
選
別
す
る
仕
組
み
が
で
き
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
成
果
は
、「B

u
lletin

 of 

th
e

 N
a

tio
n

a
l M

u
se

u
m

 o
f N

a
tu

re 

an
d

 S
cien

ce S
eries B

」（
２
０
１
８
年
、

V
ol.44

）に
掲
載
さ
れ
、
今
後
は
10
万
年
前
よ

り
も
さ
ら
に
短
い
１
０
０
〜
２
０
０
年
前
の

ス
ケ
ー
ル
で
起
き
た
種
分
化
を
探
索
、
都
市

化
に
伴
う
植
物
の
適
応
進
化
を
解
明
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

D
N
A
の
塩
基
配
列
を
高
速
で
解
読
す
る

次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
の
登
場
に
よ
り
、
近

年
で
は
特
定
の
種
の
D
N
A
だ
け
で
な
く
、

土
壌
や
水
中
、
空
気
中
な
ど
あ
ら
ゆ
る
環
境

に
生
息
す
る
生
物
種
の
D
N
A
を
網
羅
的
に

検
出
す
る
手
法
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
メ
タ
ゲ
ノ
ム
解
析
と
い
い
ま
す
。
本
学
の

嶺
井
隆
平
さ
ん
は
、
指
導
教
員
で
あ
る
小
倉

淳
先
生
と
と
も
に
、
西
郷
甲
矢
人
先
生
及
び

竹
花
佑
介
先
生
に
よ
る
学
内
共
同
研
究
「
メ

タ
ゲ
ノ
ム
解
析
に
よ
る
野
生
メ
ダ
カ
の
食

性
・
生
態
調
査
」に
積
極
的
に
参
画
し
、
メ
タ

ゲ
ノ
ム
解
析
を
用
い
た
包
括
的
な
食
性
調
査

方
法
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
生
物
が
生
息
す
る
自
然
環
境
下
に
お

い
て
、捕
食
・
被
食
の
関
係
を
解
き
明
か
す
こ

の
研
究
は
、
複
雑
な
生
態
系
を
理
解
す
る
う

え
で
も
重
要
で
、
さ
ら
に
は
環
境
保
全
や
資

源
管
理
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
に
も
不
可

欠
な
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
今
回

は
、
膨
大
な
生
命
情
報
を
取
り
扱
う
バ
イ
オ

イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
が
専
門
で
あ
る
小
倉

先
生
と
と
も
に
、
数
学
が
専
門
の
西
郷
先
生
、

そ
し
て
メ
ダ
カ
を
使
っ
た
分
子
生
物
学
が
専

門
の
竹
花
先
生
と
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
分

野
を
横
断
し
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
滋
賀
県
立

大
学
と
の
大
学
院
研
究
交
流
会
を
機
に
、
滋

賀
県
立
大
学
で
生
態
学
を
研
究
し
て
い
る
大

学
院
生
が
研
究
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
な
ど
、

共
同
研
究
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
年

9
月
に
開
催
さ
れ
た
第
2
回
の
大
学
院
研
究

交
流
会
で
、
研
究
の
進
展
を
ポ
ス
タ
ー
発
表

し
ま
し
た
。

　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
連
し
て
、
人

工
光
合
成
系
の
開
発
が
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
佐
々
木
真
一
先
生
は
、
天
然
の
光
合
成

色
素
で
あ
る
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
類
を
原
料
と
し

て
、
自
然
が
選
ん
だ
色
素
構
造
の
特
徴
を
生

か
し
た
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

酒
井
琴
和
さ
ん
と
の
共
同
研
究
で
は
、
太

陽
光
を
利
用
し
た
水
素
発
生
用
の
光
触
媒
開

発
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
骨
格
を

ベ
ー
ス
に
、
吸
収
の
弱
い
部
分
を
補
う
イ
ン

ド
リ
ン
色
素
と
吸
着
サ
イ
ト
で
あ
る
共
役
カ

ル
ボ
ン
酸
を
組
み
込
ん
だ
複
合
色
素
を
新
規

合
成
し
、
酸
化
チ
タ
ン
上
に
固
定
し
て
ア
ス

コ
ル
ビ
ン
酸
の
共
存
下
で
光
照
射
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
水
素
発
生
効
率
や
耐
久
性
に
優
れ

た
光
触
媒
と
し
て
働
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
こ
の
成
果
は
米
国
化
学
会
の
学
術
専
門

誌
「A

C
S

 A
p

p
lied

 E
n

erg
y M

aterials

」

（
２
０
１
８
年
1
巻
）に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
山
本
裕
也
さ
ん
と
の
共
同
研
究
で

は
植
物
の
光
電
変
換
シ
ス
テ
ム
を
模
倣
し
た

太
陽
電
池
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ク

ロ
ロ
フ
ィ
ル
を
素
材
と
し
て
安
定
性
や
自
己

会
合
能
を
高
め
た
誘
導
体
を
合
成
し
、
有
機

薄
膜
太
陽
電
池
の
主
要
部
で
あ
る
ド
ナ
ー
層

と
ア
ク
セ
プ
タ
ー
層
を
と
も
に
ク
ロ
ロ
フ
ィ

ル
誘
導
体
で
構
成
し
た
デ
バ
イ
ス
を
作
製
し

た
と
こ
ろ
、
天
然
光
合
成
系
が
行
っ
て
い
る

光
電
荷
分
離
反
応「
Ｚ-

ス
キ
ー
ム
」に
類
似
し

た
機
構
で
働
く
電
池
の
開
発
に
成
功
し
ま
し

た
。
こ
の
成
果
は
米
国
化
学
会
の
学
術
専
門

誌
「A

C
S

 E
n

erg
y L

etters

」（
２
０
１
８
年

3
巻
）に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

ビロードツリアブが訪花しているヒダカイワザクラ（右上）
ハナアブが訪花しているテシオコザクラ（右下）

左から瀧日さん、河内先生、和田さん

左から酒井さん、山本さん、佐々木先生左から竹花先生、小倉先生、嶺井さん、西郷先生
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essay
essay

２
年
目
を
迎
え
た

「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
模
擬
講
義
」

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
で
は
、
本
学
の
教
員
が
高
校

に
出
向
い
て
、
最
先
端
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
・

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
高
校
生
に
講
義

を
行
う
、「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
模
擬
講
義
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
す
で
に
６
校
の
高
等
学

校
と
の
間
で
実
施
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
高
校
で

も
、「
受
講
し
た
生
徒
が
学
問
へ
の
興
味
・
関
心
を

高
め
て
い
る
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
高
校
か

ら
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
模
擬
講
義
」を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。理
科
の
授
業
と
い
う
貴

重
な
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
受

講
者
に
は
必
ず
ご
満
足
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
と
も
模
擬
講
義

を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
模
擬
講
義
の

ご
案
内
」（https://w

w
w
.nagaham

a-i-bio.

ac.jp/?p=16146

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2年目を迎えた高校での「大学模擬講義」は様々なテーマで実施され、
高校のサークルの研究をサポートするなど、新しい形での高大連携事
業も進展しています。

教員リレーエッセー

河内 浩行先生
（アニマルバイオサイエンス学科）

L I N K

高大連携＆地域連携通信

自分の専門は最近忘れがちだが、肉

牛に関する研究である。肉牛は非

常に高価なため、肉牛を用いた試験は国

内ではなかなか組めないのが現状であっ

た。そのような中、和牛に関する研究

をされているテキサス農工大のStephen 

Smith先生と共同研究し、テキサスで肉

牛を肥育してもらい、屠殺後の分析のた

め夏休みの１～３ヵ月を利用し３年連続

で家族を連れてテキサスに出張する機会

があった。

テキサスは、ヒューストンやダラス

という大都市がありながらどこか

垢抜けず、しかしニューヨークには負け

ないという意識だけはあるようで、東京

に対する大阪のイメージに近く非常に親

近感を覚える街だった。出張当時はブッ

シュ大統領（息子の方）の大統領再選選

挙の最中で、世界的には評価は高かった

わけではないが、テキサスの州知事でも

あったブッシュを熱狂的に応援する様子

を見てかなり引いたのを覚えている。

Smith先生が所属するアニマルサイ

エンス学部は、肉牛の飼料管理、飼

育、屠殺、肉の保存、色、味等を研究

する研究室が集まり、かなり刺激を受け

た。ある日、隣の研究室の和牛とアンガ

ス牛を比較する官能試験に呼ばれ、どち

らが和牛かを外すという恥ずかしい経験

もした。最初は研究をする気満々で週末

も研究室に出勤していたが、午後５時以

降と週末は建物にアジアからの研究者し

か残っていないことにふと気付いた。ア

メリカ人は牛の屠殺の際も、月曜から木

曜は午前、午後通してゆっくり５体を解

体するが、金曜日になると午前中だけで

5体を素早く解体し、午後からは週末の

旅行に出かけるメリハリのある生活をし

ていた。Smith先生は私の家族を心配し、

午後３時のティータイムには、研究室の

メンバーで私の家族が週末どこに旅行に

行くべきか話し合い、決まればモーテル

を予約し、車での道順までプリントアウ

トして渡され、旅行後の月曜日には旅行

の感想を発表させられるという周期が生

まれた。その生活にすっかりはまってし

まい、２年目からは勝手に旅行を計画し

てニューオーリンズなどに車で片道10時

間かけた遠出もするようになり、３年目

には移動に飛行機を使った旅行も敢行

し、すっかりアメリカの生活に溶け込ん

でしまった。メキシコとの国境近くのコー

パスクリスティに旅行に行った際、検問

を通ってメキシコに足を踏み入れたが、

入った途端に空気が一変し、人々の目が

鋭く、殺伐とした雰囲気を感じ、怖くなっ

て近くに在ったスーパーに立ち寄って物

価だけを確認し、30分程度の滞在でアメ

リカに逃げ帰った。知り合いの日本人に

は、メキシコから帰ってくるときに、検

問で車の下にアメリカへの移住を企てた

メキシコ人がへばり付いていた経験を有

している人もいたので、あながち恐怖を

感じたのは間違いではなかったと思う。

テキサスのメキシコ料理は美味し

かったが、特にテキサス風メキシ

カンであるTex-Mex料理は毎日のよう

に食べていた。その味が懐かしくなり日

本でもメキシコ料理店に行っているが、

あの味にまだ出会えていない。５ドルで

日替わりのメキシコ料理が食べられたア

パート近くのメキシコ料理屋にもう一度

行きたいと常々思っている。

最初は日本に残す学生や実習の授業

のことが気になり、ボスに出張を

命じられたときは二の足を踏んだが、今

振り返ると、家族にとっては一番幸せな

時間であったのではないかと思い、ボス

には感謝している。異文化に触れること

は想像以上に刺激的なので、学生さんも

そのような機会があれば躊躇せず海外に

出てほしいと思う。

刺激的な異文化との接触

近江兄弟社高等学校（河内先生） 長浜北高等学校（塩生先生）

長浜北高等学校（亀村先生） 草津東高等学校（岩本先生）

津島東高等学校（池内先生）

研究指導

発表会

長浜バイオ大学模擬講義2018年度実施内容（～ 11月、連携協定校以外は50音順）
私立近江兄弟社高等学校（連携協定校） ペットの肥満を制御できるペットフードの開発（河内先生）
愛 知 県 立 津 島 東 高 等 学 校 フェロモンで動物を操る方法（池内先生）
滋 賀 県 立 草 津 東 高 等 学 校 医療や農業に生かす遺伝子の知恵（岩本先生）

滋 賀 県 立 長 浜 北 高 等 学 校
①遺伝子の「無駄」な部分は何である？（塩生先生）

②あなたの性格は血液型で決まっているの？（亀村先生）

滋 賀 県 立 水 口 高 等 学 校 コンピュータで明らかにする生物の進化（小倉先生）
私 立 名 城 大 学 附 属 高 等 学 校 フェロモンで動物を操る方法（池内先生）

滋
賀
県
立
米
原
高
校
地
学
部
の

研
究
を
支
援

　

滋
賀
県
立
米
原
高
校
地
学
部
は
、
地
質
調
査
や
太
陽

望
遠
鏡
を
用
い
た
太
陽
フ
レ
ア
の
観
察
な
ど
の
研
究
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に
、
伊
吹

山
の
山
体
崩
落
に
よ
っ
て
生
じ
た
堰
止
湖
の
生
成
時

期
・
消
失
時
期
の
推
定
が
あ
り
、
花
粉
や
珪
藻
の
化
石

の
分
析
か
ら
年
代
を
推
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
で

は
高
校
に
は
な
い
顕
微
鏡
で
の
観
察
が
必
要
で
あ
り
、

本
年
度
よ
り
本
学
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

の
野
村
慎
太
郎
教
授
と
田
邉
瑠
里
子
助
手
が
研
究
支
援

と
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
は
、
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
2
0
1
8

年
度
滋
賀
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学
部
門
秋

季
大
会
」
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
来
年
7
月

に
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第
43
回
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
・
自
然
科
学
部
門
」
で
の
滋
賀
県
代
表
を
選

出
す
る
審
査
会
も
兼
ね
て
お
り
、
ど
の
発
表
も
熱
意
を

感
じ
る
も
の
で
し
た
。
審
査
の
結
果
、
米
原
高
校
地
学

部
は
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

地
学
部
の
部
長
さ
ん
か
ら
は
「
露
頭
の
観
察
か
ら
珪
藻

化
石
に
着
目
で
き
た
の
が
良
か
っ
た
。
地
層
を
調
べ
る

こ
と
に
よ
っ
て
古
環
境
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
や
り
が

い
が
あ
っ
た
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
来
年
の
発
表
に

向
け
て
さ
ら
に
観
察
を
続
け
る
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

滋
賀
県
立
河
瀬
中
学
校
と
の

来
学
型
中
大
連
携
講
座

　

滋
賀
県
立
河
瀬
中
学
校
・
高
等
学
校
は
滋
賀
県
に
3

校
あ
る
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
で
、
６
年
間
の
学
び

を
通
し
て
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
合
う
人
材
の
育
成
を
行
う
な
ど
、
特
色
の
あ
る
学

び
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
大
学
や
研

究
施
設
を
訪
問
し
最
先
端
の
研
究
に
触
れ
る
「
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
に
興
味
関
心
を
高
め
、
将
来
に
対
し
て
の
夢
や

目
標
を
持
っ
て
自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
本
年
度
の
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
中
学
２
年
生
・
３
年
生
対
象
の
講
座
を
各
1
回

行
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
10
月
に
実
施
し
た
中
学
2
年

生
対
象
の
講
座
「
両
生
類
と
魚
類
の
解
剖
と
体
の
つ
く

り
の
観
察
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
理
科
で
学
習
し
た
「
動
物
の
仲
間

と
生
物
の
進
化
」
の
検
証
実
験
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
ツ

メ
ガ
エ
ル
と
ブ
ル
ー
ギ
ル
の
解
剖
を
行
い
、
内
臓
を
ス

ケ
ッ
チ
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
物
で
の
違
い
を
比

較
し
た
り
し
ま
し
た
。
受
講
し
た
生
徒
は
、
初
め
て
の

解
剖
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
ス
ケ
ッ
チ
や
比
較
を
通
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
物
で
体
の
つ
く
り
の
違
い
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
授
業
で
学
習
し
た
進
化
と
の
関
連
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

テキサス農工大アニマルサイエンス学部の建物
カウボーイハットをかぶっている教授が多い

昨年、約10年ぶりにSmith先生と石山での学会
で再会
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